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2広報きほく2023年4月号

　今回の水産コラムは「マトウダイ」です。漢字では「馬頭鯛」と書き、

エサを食べるときに口を伸ばす姿が馬の頭に似ていることが由来です。

また、体の真ん中にある黒丸の模様が矢を射る的に見えることから「ま

とだい」とも呼ばれるそうです。

　群れで行動しないため、一度に大量には漁獲されないようですが、

安定して流通している魚です。

　寒い冬に栄養を蓄え、春にかけて産卵期となり旬を迎えます。

　淡泊な白身がおいしいマトウダイは、フランス料理では高級魚とし

て扱われ、ムニエルの材料としてよく使われます。
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C O N T E N T S

水産コラム F i s h e r i e s  c o l u m n

今月の表紙 F r o n t  c o v e r  

マトウダイ
334vol.vol.

広報きほく4 月号 ～ Content s ～

三船中学校で卒業式が行われました。今年は11名

が卒業を迎え、３年間過ごした校舎を後にしました。

卒業式



新型コロナウイルス関連情報

3 広報きほく2023年4月号

新型コロナワクチン接種について

【問い合わせ】紀北町新型コロナワクチン相談窓口 ℡（49）0800（午前 8時30分～午後5時※土・日曜日、祝日を除く）

　新型コロナワクチンの公費負担による接種（特例臨時接種）の期間が令和 6年3月31日（日）
まで延長されます。対象となる方に順次、接種券を送付します。初回接種は2回（乳幼児は
3 回）で 1セットです。
　初回接種が完了した各接種対象のスケジュールは次の表のとおりです。

〇受診時や医療機関・高齢者施設などを訪問するとき
〇混雑した交通機関を利用するとき

※感染対策上などの理由により事業者の判断で利用者や従業員にマスク着用を求めることは許容されます。

〇重症化リスクの高い方が感染拡大時に混雑した場所
　に行くとき

新型コロナウイルスの感染防止対策に
引き続き取り組みましょう！
～マスクの着用は個人の判断が基本です～

マスクの着用が推奨される場合
（周囲の方に、感染を広げないために）

● 新型コロナワクチンに関する厚生労働省の情報はこちら
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_00184.html

4 月 1 日～ 5 月 7 日
令和４年秋開始接種

9 月～ 12 月
令和５年秋開始接種

5 月 8 日～ 8 月
令和 5 年春開始接種

接種不可

令和４年秋開始接種完了者接種不可

令和４年秋開始接種未接種者引き続き接種可
オミクロン株対応２価ワクチン

マスクの着用が効果的とされる場合
（ご自身を感染から守るために）

・65 歳以上
・基礎疾患など
・医療従事者など

上記以外の方

基礎疾患など

上記以外の方

12
歳
以
上

５
歳
〜
11
歳

接種可
オミクロン株

対応２価ワクチン
※ノババックス可

接種可
オミクロン株

対応２価ワクチン

接種可
オミクロン株対応２価

ワクチン※ノババックス可

接種可
オミクロン株対応２価ワクチン

接種可
ワクチン未定
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令和 5 年度施政方針令和 5 年度施政方針令和５年度施政方針

はじめに　

　 私 は 、 紀 北 町 長 に 就 任 以 来 、「 す べ て は 住 民 目 線 で 、 す べ て は 住 民 と と も に 」 の 基 本 姿 勢 の

も と 、 議 員 の 皆 さ ま 、 町 民 の 皆 さ ま の ご 理 解 と ご 協 力 を い た だ き な が ら 町 政 発 展 に 全 力 で 取

り 組 ん で ま い り ま し た 。

　 今 後 の 町 政 経 営 に つ き ま し て も 、 こ れ ま で の 経 験 を 生 か し 、 現 場 を 重 視 す る と と も に 、 時

代 の 変 化 や 要 請 を 的 確 に 把 握 し 、 柔 軟 な 発 想 と 広 い 視 野 で 「 紀 北 町 第 ２ 次 総 合 計 画 」 の 将 来

像 に 掲 げ た 「 み ん な が 元 気 ！ 紀 北 町 ～ 豊 か な 自 然 、 に ぎ わ い と 笑 顔 が あ ふ れ る ま ち ～ 」 の 実

現 に 向 け 、 町 民 の 皆 さ ま と 協 働 に よ る ま ち づ く り を 積 極 的 に 進 め て ま い り ま す 。

　 さ て 、 今 年 は 、「 関 東 大 震 災 」 か ら １ ０ ０ 年 目 を 迎 え ま す 。

　 関 東 大 震 災 は 、 １ ９ ２ ３ （ 大 正 1 2 ） 年 ９ 月 １ 日 に 、 近 代 化 し た 首 都 圏 を 襲 っ た 唯 一 の 巨 大

地 震 で あ り 、 明 治 以 降 の 日 本 の 地 震 被 害 と し て は 、 最 大 規 模 の 甚 大 な 被 害 で し た 。

　 ９ 月 １ 日 は 、 関 東 大 震 災 の 教 訓 を 忘 れ な い 日 で あ り 、 台 風 シ ー ズ ン を 迎 え る 時 期 で あ る こ

と か ら 、 防 災 へ の 心 構 え と 準 備 を す る と い う 意 味 の 防 災 啓 発 デ ー で あ り 、「 防 災 の 日 」 と 制 定

さ れ て い ま す 。

　物 理 学 者 で あ り 防 災 学 者 で も あ っ た 「 寺 田 寅 彦 」 氏 が 残 し た 警 句 　「 天 災 は 忘 れ た 頃 に や っ

て く る 」。

　自 然 災 害 は 、 被 害 を 忘 れ た と き に 再 び 起 こ る も の だ と い う 戒 め で あ り ま す 。

　平 成 ７ 年 の 「 阪 神 淡 路 大 震 災 」、 平 成 2 3 年 の 「 東 日 本 大 震 災 」、 平 成 1 6 年 の 町 内 に 大 き な

被 害 を も た ら し た 「 台 風 2 1 号 水 害 」 な ど の 災 害 を 決 し て 忘 れ て は い け ま せ ん 。

　 先 日 、 ２ 月 ６ 日 に は 、 ト ル コ 南 部 を 震 源 と し た 大 規 模 地 震 に よ り 、 ト ル コ と 隣 国 の シ リ ア

で 多 く の 方 々 が 被 災 い た し ま し た 。 お 亡 く な り に な ら れ た 方 々 に 心 か ら 哀 悼 の 意 を 表 す と と

も に 、 負 傷 さ れ た 方 々 に お 見 舞 い を 申 し 上 げ ま す 。

　 こ れ ま で 経 験 し た こ と 、 見 た こ と 、 教 わ っ た こ と を 十 分 に 生 か し 、 台 風 、 豪 雨 、 地 震 ・ 津

波 な ど の 自 然 災 害 に 対 す る 防 災 力 ・ 減 災 力 を さ ら に 強 化 す る と と も に 、 日 頃 の 訓 練 や 準 備 を

怠 る こ と な く 、 常 に 災 害 を 意 識 し 、 町 民 の 皆 さ ま と 力 を 合 わ せ 、 安 全 で 安 心 な ま ち づ く り に

全 力 を 傾 注 し て ま い り ま す 。

てらだとらひこ



令和 5 年度施政方針

町
を
取
り
巻
く
情
勢

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況　

　

日
本
国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て

か
ら
３
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た

が
、
依
然
と
し
て
収
束
に
は
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
ま
ず
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
の
確
保
が

最
も
優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
考
え
、
全
職
員
が
一
致
団
結
し
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
促
進
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
内
に
お
き
ま

し
て
は
、
１
月
中
旬
に
１
日
の
感
染

者
数
と
し
て
こ
れ
ま
で
で
最
も
多
い

80
人
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
各
国
で
独
自
の
変
異
を
繰
り
返

し
、
瞬
く
間
に
世
界
中
に
広
が
り
ま

し
た
。
日
本
に
お
い
て
も
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
に
よ
る
感
染
が
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
感
染
防
止
対
策
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
感
染
防
止

対
策
の
徹
底
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
闘
病
生

活
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
方
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
や
介
護
、
福
祉
の
最

前
線
で
日
々
奮
闘
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
皆
さ
ま
は
、
こ
の
３
年

間
、
き
っ
と
私
の
想
像
を
遥
か
に
超

え
る
過
酷
な
状
況
の
中
で
、
職
務
に

従
事
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
深
く
・
深
く
敬
意
と
感
謝
を

表
す
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
私
た
ち
は

以
前
と
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
の

中
で
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り

前
に
で
き
な
い
不
自
由
さ
を
感
じ
、

当
た
り
前
の
生
活
が
か
け
が
え
の
な

い
も
の
だ
っ
た
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ま
、
事
業
者
の
皆

さ
ま
に
改
め
ま
し
て
「
新
し
い
生
活

様
式
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
な
ど
の
感
染
防
止
対
策
や
収
束
後

を
見
据
え
た
業
務
の
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

１
日
も
早
く
収
束
し
、
平
常
の
生
活

が
で
き
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

　

２
０
２
２
年
２
月
24
日
に
開
始
さ

れ
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
侵
略
は
、
世
界
平
和
の
根

幹
を
揺
る
が
す
深
刻
な
事
態
で
す
。

　

欧
州
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
を
含
め

た
国
際
秩
序
に
関
わ
る
問
題
で
あ

り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
戦
争
は
、
軍

人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
や
老
人
、
全

て
の
人
々
の
命
を
奪
う
非
道
な
行
為

で
あ
り
犯
罪
で
す
。
い
か
な
る
理
由

が
あ
ろ
う
と
も
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
に
対

し
断
固
抗
議
を
い
た
し
ま
す
。
ロ
シ

ア
が
即
時
攻
撃
を
停
止
し
、
部
隊
を

自
国
に
撤
収
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
平
穏
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
生
活
が
取
り
戻
さ
れ
、
世
界
の

平
和
が
確
立
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

◆
町
を
取
り
巻
く
経
済
情
勢

　

昨
年
か
ら
、「
円
安
の
進
行
」
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
目
に
い
た
し

ま
す
。
ド
ル
高
円
安
が
急
激
に
進

み
、
消
費
生
活
に
も
大
き
な
影
響
が

出
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
小
麦
や
大

豆
、
肉
な
ど
の
食
料
品
、
石
油
や
天

然
ガ
ス
な
ど
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
特

に
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
海
外
か
ら
の

輸
入
が
多
く
、
国
内
の
自
給
率
は
、

わ
ず
か
な
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
円

安
が
進
む
と
輸
入
物
価
が
上
昇
す
る

の
で
、
結
果
と
し
て
国
内
物
価
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
も
上
昇
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

の
悪
化
や
気
候
変
動
な
ど
に
よ
り
物

価
高
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
に
拍
車
が
か

か
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
と
い
っ

た
生
活
必
需
品
が
高
騰
し
、
家
計
の

負
担
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
、
国

の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
約

10
億
７
，
８
０
０
万
円
と
、
町
の
一

般
財
源
約
３
億
１
，
７
０
０
万
円
を

合
わ
せ
た
約
13
億
９
，
５
０
０
万
円

を
活
用
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
、
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
た
町
民
の
皆
さ
ま
や

事
業
者
の
皆
さ
ま
の
負
担
軽
減
、
子

育
て
支
援
な
ど
の
事
業
を
積
極
的
に

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町
内
の
経

済
対
策
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
国
の
動
向

　

１
月
23
日
に
召
集
さ
れ
た
第

２
１
１
回
通
常
国
会
に
お
け
る
、
岸

田
文
雄
首
相
の
施
政
方
針
で
は
、
近

代
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
時
代
の
転

換
点
は
、「
明
治
維
新
」
と
「
大
戦

の
終
戦
」
の
２
回
あ
っ
た
と
し
、今
、

わ
れ
わ
れ
は
再
び
歴
史
の
分
岐
点
に

立
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
、「
防
衛

力
の
抜
本
的
強
化
」、「
新
し
い
資
本

主
義
」、「
子
ど
も
・
子
育
て
政
策
」、

「
包
摂
的
な
経
済
社
会
づ
く
り
」、「
災

害
対
応
・
復
興
支
援
」、「
新
型
コ
ロ

ナ
」
な
ど
の
項
目
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

政
策
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
国
の
基
本
政
策
を
十

分
に
踏
ま
え
た
中
で
、
町
を
取
り
巻

く
情
勢
の
変
化
を
的
確
に
把
握
し
、

関
連
の
支
援
施
策
や
事
業
な
ど
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
町
政
経
営
に
生

か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
位
置
付
け

◆
総
合
計
画
の
推
進

　

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま

で
の
５
カ
年
を
計
画
期
間
と
す
る
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「
紀
北
町
第
２
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
」
に
お
い
て
も
、
ま
ち
づ
く

り
の
三
つ
の
基
本
視
点
で
あ
る
、「
紀

北
町
ら
し
さ
を
創
造
す
る
、
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」、「
自
然
、
人
が
輝
く
、

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
協

働
で
つ
く
る
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
を
踏
ま
え
、
自
然
と
共
生
す
る

「
安
全
・
安
心
」な
暮
ら
し
を
基
本
に
、

「
に
ぎ
わ
い
」
の
あ
る
、「
人
・
地
域

の
元
気
」
を
生
み
出
す
ま
ち
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
後
期
基

本
計
画
に
お
い
て
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
設
定
し
た
、
安
全
・
安
心
を
守

り
高
め
る
「
安
全
」
の
ま
ち
づ
く
り
、

健
や
か
な
暮
ら
し
を
支
え
・
広
げ

る
「
健
康
」
の
ま
ち
づ
く
り
、
魅
力

と
に
ぎ
わ
い
を
生
か
し
・
創
る
「
活

力
」
の
ま
ち
づ
く
り
、
未
来
の
創
り

手
を
つ
な
ぎ
・
育
む
「
学
び
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
連
す
る
施
策
や
事
業

の
重
点
的
な
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

世
界
的
な
流
行
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
や
円
安
も
相
ま
っ
て
物
価
が
高
騰

し
、
町
内
の
経
済
や
町
民
の
皆
さ
ま

の
生
活
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

経
済
活
動
が
緩
や
か
に
持
ち
直
し
つ

つ
あ
る
中
、
経
済
活
動
を
元
に
戻

し
、
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
町
内
の
景
気
も
劇
的
な

回
復
が
期
待
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度
予
算
に
お

い
て
は
、
国
の
交
付
金
や
町
の
基
金

を
有
効
に
活
用
し
た
経
済
対
策
な
ど

の
事
業
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

◆
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
・

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進　

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
距
離
や
時
間

の
制
約
に
と
ら
わ
れ
ず
人
の
能
力
や

活
動
を
拡
張
し
た
り
効
率
化
し
た
り

で
き
る
点
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
・

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
は
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
っ
て
、
町

の
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
課
題
を
解

決
し
、
町
の
活
性
化
を
加
速
さ
せ
て

い
く
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
」
へ
の
転
換

点
を
迎
え
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
効
果
的
に
活
用
し
て
、「
不
便
・

不
安
・
不
利
」
を
解
消
し
、「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
、
人
に
優
し
い
デ

ジ
タ
ル
化
」を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
重
県
の
中
南
勢
（
紀
北
町
・
多

気
町
・
大
台
町
・
明
和
町
・
度
会
町
）

５
町
が
共
同
で
進
め
て
い
る
「
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
・
三
重
広

域
連
携
モ
デ
ル
」
に
よ
り
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
行
政
区

域
の
枠
を
超
え
た
広
域
連
携
と
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
社
会
実
装
に
よ
り
、
生

活
者
中
心
の
新
た
な
地
方
創
生
へ
挑

戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
基
盤
に
欠

か
せ
な
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

本
町
の
申
請
率
は
、
訪
問
や
夜
間
・

休
日
受
け
付
け
な
ど
を
実
施
し
た
こ

と
で
、
令
和
５
年
１
月
末
現
在
75
・

96
％
と
、
全
国
平
均
の
75
・
20
％
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
２
０
２
３
年
度
に
自
治
体

に
配
分
す
る
地
方
交
付
税
交
付
金
約

18
兆
４
千
億
円
の
内
５
０
０
億
円
分

は
、
配
分
の
際
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
率
が
高
い
自
治
体
を
優

遇
す
る
と
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
の
一
部
の

配
分
枠
に
お
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
化

支
援
受
給
要
件
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
申
請
率
が
加
味
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て

は
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
に

よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
率
が
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
を
ク
リ
ア

し
、
ど
ち
ら
の
財
政
支
援
も
優
遇
さ

れ
る
見
通
し
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
、「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
パ

ス
ポ
ー
ト
」
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
「
健
康
は
笑
顔
を
つ
く
り
、
幸
福

の
基
礎
と
な
る
。」
私
が
常
に
発
信

し
続
け
て
い
る
言
葉
で
す
。

　

誰
も
が
生
涯
現
役
で
元
気
に
過
ご

す
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
日
々
の

ち
ょ
っ
と
し
た
運
動
や
食
事
を
工
夫

す
る
事
な
ど
を
継
続
し
て
実
践
し
て

い
た
だ
き
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
、

健
康
の
維
持
増
進
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
、
紀
北
町
の
健
康
づ
く

り
事
業
「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
が
、
厚
生
労
働
省
な
ど
が

主
催
し
、
全
国
の
健
康
増
進
・
生
活

習
慣
病
予
防
へ
の
優
れ
た
取
り
組
み

事
例
を
表
彰
す
る
「
第
11
回
健
康
寿

命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
」
で
ス

ポ
ー
ツ
庁
長
官
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
表
彰
式
に
お
い
て
、
室
伏
広

治
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
か
ら
、「
目
的

を
持
っ
て
体
を
動
か
す
こ
と
を
広
め

て
い
く
中
で
、
今
よ
り
10
分
多
く
体

を
動
か
す
こ
と
で
、
無
理
の
な
い
目

標
設
定
に
よ
り
、
町
民
の
意
識
向
上

を
促
し
て
い
る
点
が
評
価
の
ポ
イ
ン

ト
」
と
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
を
糧
と
し
、
引
き
続
き
町

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
健
康
体
操
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、「
ち
ょ
い
減
ら
し

＋
10
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
な
ど
を
引
き
続

き
推
進
し
、
健
康
を
守
る
た
め
の
努

力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
健
診
や
各
種
が
ん
検

診
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し
、
健
康

意
識
の
向
上
や
健
康
づ
く
り
、
体
力

の
維
持
増
進
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ま

が
生
涯
現
役
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

予
算
編
成
に
つ
い
て
の
考

え
方
と
予
算
規
模

◆
国
の
予
算
概
要

　

国
は
、
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成

に
つ
い
て
は
、「
令
和
４
年
度
第
２

次
補
正
予
算
と
一
体
と
し
て
、
足
元

の
物
価
高
を
克
服
し
つ
つ
、
経
済
再

生
の
実
現
に
向
け
、
人
へ
の
投
資
、

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
・
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令和 5 年度施政方針

ト
ラ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）、

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
・
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
っ
た
成
長

分
野
へ
の
大
胆
な
投
資
、
少
子
化
対

策
・
こ
ど
も
政
策
の
充
実
な
ど
を
含

む
包
摂
社
会
の
実
現
な
ど
に
よ
る
新

し
い
資
本
主
義
の
加
速
や
、
外
交
・

安
全
保
障
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
、

防
災
・
減
災
、
国
土
強き

ょ
う
じ
ん
か

靭
化
な
ど
の

国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
始
め

と
し
た
重
要
な
政
策
課
題
に
つ
い
て

必
要
な
予
算
措
置
を
講
ず
る
。」
と

の
考
え
の
も
と
で
予
算
編
成
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
予
算
編
成
の
考
え
に

基
づ
い
て
編
成
さ
れ
た
、
令
和
５
年

度
の
国
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予

算
の
概
算
規
模
は
、
１
１
４
兆
３
，

８
１
２
億
円
で
、
前
年
度
当
初
比

６
兆
７
，
８
４
８
億
円
、
６
・
３
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
地
方
財
政
対
策
の
予
算
概
要

　

国
の
地
方
財
政
対
策
な
ど
に
つ

き
ま
し
て
は
、
一
般
財
源
総
額
は
、

62
兆
１
，
６
３
５
億
円
で
、
地
方
税

収
は
42
兆
８
，
７
５
１
億
円
を
見
込

み
、
不
足
分
を
補
う
地
方
交
付
税
の

総
額
は
、
自
治
体
へ
の
配
分
額
で
、

18
兆
３
，
６
１
１
億
円
、
前
年
度

当
初
比
１
・
７
％
、
３
，
０
７
３
億

円
の
増
と
な
り
、
財
源
不
足
を
補

て
ん
す
る
た
め
の
臨
時
財
政
対
策

債
発
行
額
は
、
44
・
１
％
減
の
９
，

９
４
６
億
円
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
特
に
地
域
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
の

「
地
域
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
費
」
の

３
年
間
延
長
お
よ
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
利
活
用
特
例
分
５
０
０
億
円

の
増
額
、
脱
炭
素
化
を
一
層
推
進
す

る
た
め
の
「
脱
炭
素
化
推
進
事
業

費
」
１
，
０
０
０
億
円
の
新
規
計
上

や
「
脱
炭
素
化
推
進
事
業
債
」
の
創

設
な
ど
の
ほ
か
、
学
校
や
福
祉
施
設

な
ど
の
自
治
体
施
設
の
光
熱
費
高
騰

を
踏
ま
え
、一
般
行
政
経
費
（
単
独
）

の
７
０
０
億
円
の
増
額
計
上
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
◆
紀
北
町
の
予
算
概
要

　

令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い

て
は
、
町
を
取
り
巻
く
経
済
情
勢
や

国
の
動
向
な
ど
を
十
分
見
極
め
た
上

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
予
防
対
策
に
取
り
組
み
、
町
民
の

生
命
、
健
康
、
生
活
を
守
り
、
コ
ロ

ナ
禍
で
疲
弊
し
て
い
る
町
内
の
経
済

活
動
を
支
え
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
を
基
本
と

し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
本

町
の
令
和
５
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
７
・
２

％
、
７
億
１
，
７
６
２
万
１
千
円
増

の
大
型
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
総
額

１
０
６
億
２
，
１
２
７
万
６
千
円
で

す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
交
付

税
が
43
億
５
，
４
６
０
万
円
で
全
体

の
41
・
０
％
を
占
め
、
次
い
で
、
繰

入
金
15
億
２
，
１
３
７
万
１
千
円
、

町
税
12
億
９
，
１
０
５
万
４
千
円
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
民
生
費
が

26
億
８
，
５
０
７
万
３
千
円
で
全
体

の
25
・
３
％
を
占
め
、
次
い
で
総
務

費
14
億
９
，
８
９
２
万
４
千
円
、
公

債
費
14
億
３
，
７
１
６
万
円
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度

当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
全
「
款
」

で
予
算
額
が
増
加
し
て
お
り
、
中

で
も
、
農
林
水
産
業
費
で
４
・
２
％
、

商
工
費
で
26
・
３
％
、
土
木
費
で

26
・
９
％
、
消
防
費
で
33
・
２
％
、

教
育
費
で
16
・
４
％
と
、
い
ず
れ
も

大
き
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
費
別
で
は
、
前
年
度
当
初
予
算

と
比
較
し
て
、
普
通
建
設
事
業
費

が
27
・
３
％
の
増
加
と
な
っ
て
お

り
、う
ち
単
独
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

47
・
３
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

維
持
補
修
費
に
つ
き
ま
し
て
も
、

24
・
３
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
学

校
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
な
ど
の
老

朽
化
に
対
す
る
修
繕
に
つ
き
ま
し
て

は
、
で
き
る
だ
け
先
送
り
し
な
い
姿

勢
で
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
令
和
５
年
度
当
初

予
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
や
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
、

地
域
経
済
へ
の
影
響
な
ど
も
十
分
考

慮
し
た
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

内
容
を
課
題
に
沿
っ
て
一
部
ご
説
明

い
た
し
ま
す
と
、
町
民
の
生
命
と
健

康
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
大
型
事
業
の
汐
ノ
津

呂
排
水
機
場
整
備
事
業
、
出
垣
内
地

区
の
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
負
担

金
、
そ
の
他
、
道
路
、
橋

き
ょ
う
り
ょ
う
梁
、
河
川

関
係
工
事
に
つ
き
ま
し
て
、
積
極
的

に
予
算
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
紀
北
町
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
の
策
定
、
地
域
支
援
事
業
（
介

護
予
防
）
に
よ
る
認
知
症
予
防
対
策

の
強
化
な
ど
を
図
る
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
各
施
設

に
お
け
る
手
指
消
毒
液
な
ど
を
設
置

す
る
予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
係
る
委
託
費
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
・
県
な
ど
の
動
向
に
あ
わ

せ
て
予
算
化
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

生
命
を
守
る
た
め
万
全
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

物
価
高
騰
の
影
響
に
対
す
る
取
り

組
み
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
前
年
度

は
コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て

実
施
い
た
し
ま
し
た
地
元
食
材
活
用

支
援
事
業
、
物
価
高
騰
学
校
給
食
費

支
援
事
業
を
交
付
金
が
な
く
て
も
実

施
す
べ
く
予
算
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
回
復
の
た
め
の
取
り
組

み
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
支
援
事
業
の
増
額
、
令
和
５

年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
の
城
ノ
浜
地
区

の
熊
野
灘
臨
海
公
園
の
プ
ー
ル
整
備

負
担
金
、
小
規
模
事
業
者
利
子
補
給

等
事
業
、
令
和
６
年
度
に
世
界
遺
産

登
録
20
周
年
を
迎
え
る
熊
野
古
道
対

策
な
ど
と
し
て
、
三
浦
峠
木
橋
修
繕

工
事
や
海
山
郷
土
資
料
館
ト
イ
レ
改

良
工
事
を
予
算
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
外
部
の
視
点
に
よ
る
新
た

な
地
域
振
興
を
推
進
す
る
た
め
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
５
名
増
員
の
活
動

費
な
ど
を
予
算
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
工
事
請
負
費
や
修
繕
料

を
大
き
く
増
額
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
地
域
経
済
の
回
復
に
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
活

性
化
の
取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
農
業
で
は
、
民
間
事
業
者
を
交

付
金
で
支
援
す
る
農
政
総
合
企
画
事

業
、
船
津
川
排
水
機
場
真
空
配
管
等

整
備
工
事
を
新
た
に
予
算
化
し
て
お

り
ま
す
。

　

林
業
で
は
、
事
業
費
を
増
額
し
て

各
種
支
援
措
置
を
講
じ
る
森
林
経
営

管
理
推
進
事
業
、
後
継
者
対
策
な
ど

を
推
進
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
受

け
入
れ
事
業
を
予
算
化
し
て
お
り
ま

す
。

　

水
産
業
で
は
、
漁
業
者
な
ど
の
活

動
を
支
援
す
る
水
産
多
面
的
機
能
発

揮
対
策
事
業
、
新
た
に
海
野
漁
港
ク

レ
ー
ン
巻
上
機
更
新
事
業
、
長
島
魚

市
場
高
圧
設
備
改
修
事
業
、
長
島
港

魚
市
場
筏
作
成
事
業
を
、
継
続
事
業

で
あ
り
ま
す
矢
口
漁
港
の
海
岸
保
全

施
設
整
備
事
業
を
予
算
化
し
て
お
り

ま
す
。

　

脱
炭
素
社
会
を
推
進
す
る
た
め
の

取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
環

境
対
策
と
し
て
、
レ
ン
タ
ル
用
の
生

ご
み
処
理
機
を
整
備
す
る
な
ど
、
ご

み
の
減
量
化
を
図
る
ご
み
減
量
化
推

進
事
業
、
省
エ
ネ
効
果
の
高
い
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
事
業
と
し
て
、
海
山
体
育
館
と

志
子
体
育
館
の
工
事
費
を
新
た
に
予

算
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る
新
た
な
未
来

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
高
度
情
報
化
推

進
事
業
の
予
算
額
を
大
幅
に
増
額

し
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
が
描
く
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
予
算
化
し
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
他
に
も
、
生
活
に
密
着
し
た

必
要
不
可
欠
な
事
業
に
加
え
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
事
業
、

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
事
業
、

地
場
産
業
の
活
性
化
事
業
な
ど
、
地

域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
必
要
な
施

策
を
積
極
的
に
進
め
る
予
算
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
す
る
上
で

の
財
源
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
財
政

調
整
基
金
だ
け
で
な
く
、
地
域
振
興

基
金
な
ど
も
う
ま
く
活
用
す
る
と
と

も
に
、
国
・
県
の
補
助
金
、
交
付
金

を
は
じ
め
合
併
特
例
事
業
債
、
過
疎

対
策
事
業
債
な
ど
の
有
利
な
起
債
の

活
用
を
図
る
な
ど
、
財
政
の
健
全
性

の
確
保
に
努
め
、
地
域
経
済
の
活
性

化
な
ど
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
が
16
億
９
３
６
万

２
千
円
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
が
１
億
７
，
８
４
８
万
７
千

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
が

６
億
２
，
０
９
６
万
７
千
円
、
水
道

事
業
会
計
で
は
、
支
出
ベ
ー
ス
で

６
億
４
，
５
２
０
万
７
千
円
と
な
っ

て
お
り
、
一
般
会
計
を
含
め
た
全

会
計
の
予
算
額
は
、
１
３
６
億
７
，

５
２
９
万
９
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。令

和
５
年
度
の
主
要
施
策

　

そ
れ
で
は
、
令
和
５
年
度
の
主
な

施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
紀
北
町
第

２
次
総
合
計
画
の
五
つ
の
基
本
目
標

に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
ず
っ
と
暮
ら
せ
る
安
全
・
快
適

な
ま
ち

　

ま
ず
は
、基
本
目
標
一
つ
目
の「
ず

っ
と
暮
ら
せ
る
安
全
・
快
適
な
ま
ち
」

に
つ
い
て
で
す
。

　

近
年
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
は
、

台
風
の
大
型
化
や
線
状
降
水
帯
に
よ

る
豪
雨
、
そ
れ
ら
に
起
因
す
る
、
河

川
の
氾
濫
、
浸
水
被
害
、
土
砂
災
害

な
ど
多
く
の
被
害
を
与
え
る
も
の
が

頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
で
震
度
５
以
上
を
観

測
す
る
地
震
も
発
生
し
て
い
る
こ
と

や
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
懸
念

を
拭
え
な
い
南
海
ト
ラ
フ
地
震
も
、

今
後
40
年
以
内
の
発
生
確
率
は
90

％
、
ま
た
10
年
以
内
で
は
30
％
程
度

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
よ

り
防
災
・
減
災
対
策
は
ま
す
ま
す
重

要
な
施
策
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
重
点
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
に
つ
い
て
は
、
い
つ
、
ど
こ
で

起
こ
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
全
て

の
災
害
か
ら
身
を
守
る
す
べ
は
困
難

な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
自
助
、
共

助
、
公
助
の
連
携
を
重
要
視
し
つ

つ
、
自
主
防
災
会
や
自
治
会
な
ど
と

の
連
携
を
図
り
、
防
災
対
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
共
助
の
要
と
な
る
自
主
防

災
会
活
動
の
一
層
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
自
主
防
災
会
活
動
支
援
補
助

金
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団

と
の
訓
練
実
施
や
消
防
団
設
備
の
充

実
な
ど
を
進
め
、
地
域
防
災
力
の
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ

る
川
口
淳
准
教
授
を
は
じ
め
と
す
る

三
重
大
学
教
員
、
企
業
、
役
場
協
働

の
産
学
官
連
携
に
よ
り
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
防
災
支
援
事
業
に
取
り
組

み
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
避
難

行
動
や
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
防
災
講
演
会
、
研
修
会
な
ど
の

開
催
、
児
童
・
生
徒
へ
の
タ
ウ
ン
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
た
防
災
教

育
を
推
進
し
、
防
災
意
識
の
一
層
の

高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
食
料
な
ど
の
備

蓄
品
の
購
入
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
、
感
染
拡

大
防
止
を
踏
ま
え
た
対
策
の
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

台
風
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
や

火
災
、救
急
業
務
へ
の
対
策
で
す
が
、

水
害
対
策
と
し
て
は
既
存
の
汐
ノ
津

呂
排
水
機
場
を
運
用
し
つ
つ
、
新
た

に
排
水
ポ
ン
プ
を
整
備
す
る
こ
と
で

相
賀
地
区
の
浸
水
被
害
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
重
紀
北
消
防
組
合
や
消
防
団
と

の
連
携
強
化
や
、
被
害
軽
減
の
た
め

の
早
期
避
難
対
策
、
避
難
所
に
お
け

る
安
全
対
策
強
化
、
防
災
ナ
ビ
や
防

災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
に
よ
る
情

報
伝
達
手
段
の
充
実
、
主
要
河
川
に

設
置
し
た
監
視
カ
メ
ラ
の
活
用
、
暴

風
や
家
屋
浸
水
対
策
、
雨
水
排
水
対

策
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
で
は
、
地
域
防
犯
力
の

向
上
に
よ
る
安
全
・
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
に
、
関
係
機
関
、
関
係
団
体
と

の
相
互
連
携
を
強
化
し
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
全
国
的
に
も

多
発
し
て
い
る
高
齢
者
な
ど
を
狙
っ
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た
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺

対
策
と
し
て
、
怪
し
い
電
話
が
か
か

っ
て
き
た
際
の
警
告
や
通
話
録
音
機

能
を
有
す
る
特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止

機
器
の
購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

で
は
、
矢
口
漁
港
海
岸
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付

金
を
活
用
し
、
事
業
の
早
期
完
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
重
点
た
め
池
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
「
馬
瀬
・
宮
谷
池
」

に
お
い
て
、
事
業
計
画
の
策
定
を
行

い
、
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
山
地
災
害
対
策
で
は
、
県

と
連
携
し
治
山
事
業
の
円
滑
な
実
施

を
図
る
と
と
も
に
、
鍛
治
屋
又
官
行

造
林
地
の
深
層
崩
壊
地
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
土
砂
や
流
木
の
流
出

対
策
の
検
討
を
、
国
、
県
、
町
の
３

者
協
議
に
よ
り
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
人
家
な
ど
へ
の
倒
木
に

よ
る
被
害
を
予
防
す
る
た
め
、
危
険

木
伐
採
事
業
へ
の
補
助
や
流
木
に
よ

る
河
川
下
流
域
、
海
域
へ
の
被
害
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
河
川
周
辺
立
枯

木
整
備
事
業
な
ど
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
内
の
水
害
や

土
砂
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

関
係
機
関
と
連
携
の
も
と
、
河
川
改

修
や
河
口
閉へ

い
そ
く塞
防
止
、
急
傾
斜
地
の

崩
壊
防
止
な
ど
、
治
山
・
治
水
対
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
石
流
対
策
で
は
、
県
砂
防
事
業

と
し
て
「
馬
瀬
・
猿
谷
」
や
「
長
島
・

寝ね
し
ゃ
か

釈
迦
川
」
な
ど
の
砂
防
工
事
の
推

進
、
砂
防
え
ん
堤
の
埋ま

い
そ
く塞

土
砂
撤
去

が
、引
き
続
き
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
で
は
、
県
お

よ
び
町
事
業
と
し
て
「
出
垣
内
地
区

（
山
居
３
地
区
）」
に
お
け
る
の
り
面

対
策
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

治
水
対
策
で
は
、
県
河
川
事
業
と

し
て
「
銚
子
川
」、「
赤
羽
川
」
の
堆

積
土
砂
の
撤
去
と
「
赤
羽
川
・
出
垣

内
地
区
」
お
よ
び
、「
船
津
川
・
船

津
地
区
」
ほ
か
の
堤
防
補
強
工
事
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
河
川
事
業
と
し
て
、「
準

用
河
川
宮
前
川
」
の
河
川
改
修
工
事

の
実
施
と
、
河
川
維
持
の
た
め
の
修

繕
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

港
湾
・
海
岸
整
備
で
は
、
県
事
業

と
し
て
「
江
ノ
浦
大
橋
」
耐
震
補
強

工
事
お
よ
び
「
中
ノ
島
地
区
」
高
潮

対
策
工
事
が
引
き
続
き
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
船
津
川
・
銚
子
川
」
の

河
口
閉へ

い
そ
く塞

対
策
と
し
て
河
口
堆
積
土

砂
撤
去
が
引
き
続
き
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

道
路
・
交
通
網
に
お
い
て
は
、
産

業
活
動
や
日
常
生
活
を
支
え
る
と
と

も
に
、
人
々
の
交
流
を
促
進
す
る
重

要
な
基
盤
で
、
産
業
活
動
や
住
民
生

活
を
支
え
る
基
盤
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
住
民
生
活
の
利
便
性
・

安
全
性
の
向
上
な
ど
、
幹
線
道
路
の

整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
の
道
路
事
業
で
は
、「
国
道

４
２
２
号
」
お
よ
び
「
矢
口
浦
上
里

線
・
矢
口
地
区
」
の
道
路
改
良
事
業

と
「
須
賀
利
港
相
賀
停
車
場
線
・
相

賀
橋
」
の
橋

き
ょ
う
り
ょ
う梁
事
業
が
引
き
続
き
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
長
島

港
線
・
長
島
地
区
」
の
道
路
改
良
事

業
に
お
い
て
着
手
に
向
け
た
ル
ー
ト

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
道
路
事
業
で
は
、「
相
賀
桧

町
６
号
線
」、「
中
道
４
号
線
」
ほ
か

８
路
線
の
道
路
改
良
工
事
お
よ
び

「
小
山
里
ノ
内
線
」
ほ
か
５
路
線
の

道
路
舗
装
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
補
助
金
を
活
用
し
、「
瀬せ

が
し
ら
ば
し

頭
橋
」

ほ
か
３
橋
の
改
修
工
事
や
、「
白
浦

ト
ン
ネ
ル
」
の
修
繕
工
事
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
の
公
園
事
業
で
は
、「
熊
野
灘

臨
海
公
園
（
城
ノ
浜
地
区
）」
の
都

市
公
園
整
備
事
業
で
、
プ
ー
ル
や
管

理
棟
な
ど
の
整
備
を
令
和
５
年
度
夏

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
所
有
者
の
不
在
や
適
正
に

管
理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
全
国
的

に
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
空
家

等
」
に
つ
い
て
、
適
正
に
管
理
さ
れ

る
よ
う
指
導
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
保
安
上
の
危
険
排
除
、
景
観
の

保
持
な
ど
、
生
活
環
境
の
保
全
を
図

る
た
め
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

水
道
事
業
で
は
、
適
切
な
施
設
の

維
持
管
理
に
よ
り
長
寿
命
化
を
図

り
、
老
朽
化
し
た
施
設
や
設
備
の
更

新
、
配
水
管
な
ど
の
耐
震
化
お
よ
び

漏
水
調
査
な
ど
を
推
進
し
、
管
路
網

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
策
定
し
た

中
長
期
計
画
お
よ
び
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

を
更
新
す
る
こ
と
に
よ
り
、
計
画
的

な
水
道
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
経

営
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、良
質
な
水
源
の
保
持
・

確
保
の
た
め
の
水
質
検
査
を
引
き
続

き
実
施
し
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
、
安

全
・
安
心
か
つ
安
定
的
な
水
道
水
の

供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、
水
道
事

業
に
対
す
る
啓
発
活
動
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
衛
生
対
策
で
は
、
循
環
型
社

会
の
形
成
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然

を
尊
び
、
自
然
と
調
和
の
と
れ
た
生

活
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
包
括
的

に
環
境
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
現
、
ご
み
固
形
燃
料
化
施
設
に

お
い
て
資
源
循
環
の
一
端
を
担
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
ご
み
の
減
量
お
よ

び
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る
た
め
の

方
策
を
検
証
し
実
行
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
環
境
負
荷
を
軽
減
す

る
安
定
的
な
ご
み
処
理
能
力
を
確
保

す
る
た
め
、
循
環
型
社
会
形
成
に
寄

与
で
き
る
将
来
の
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
整
備
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
、
東
紀
州
環
境
施
設
組
合
に
よ
る

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
第
３

次
紀
北
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
に
基
づ
き
、
町
の
業
務
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
を
図

る
と
と
も
に
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
た
地
球

温
暖
化
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

生
活
環
境
の
保
全
で
は
、
浄
化
槽

設
置
に
対
す
る
助
成
を
継
続
し
、
設

備
改
修
で
処
理
能
力
を
向
上
さ
せ

た
、
し
尿
処
理
場
に
よ
る
汚
水
処
理

と
と
も
に
、
町
全
域
の
水
質
改
善
に
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取
り
組
ん
で
い
く
ほ
か
、「
自
然
と

共
生
の
町
」
宣
言
の
具
現
化
を
目
指

し
制
定
し
た
「
紀
北
町
生
活
環
境
の

保
全
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
移
動

手
段
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
交
通
体

系
の
改
善
・
進
展
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

情
報
化
に
つ
い
て
は
、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
の
活
用
や
５
Ｇ
、人
工
知
能（
Ａ

Ｉ
）や
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
Ｉ

ｏ
Ｔ
）
と
い
っ
た
技
術
を
社
会
に
浸

透
さ
せ
る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
」の
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、

利
便
性
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

業
務
効
率
化
に
資
す
る
新
た
な
情
報

通
信
技
術
の
導
入
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
や
さ
し
さ
で
支
え
合
う
健
康
・

福
祉
の
ま
ち

　

次
に
、
基
本
目
標
二
つ
目
の
「
や

さ
し
さ
で
支
え
合
う
健
康
・
福
祉
の

ま
ち
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る

中
、
全
て
の
住
民
が
世
代
を
超
え
て

支
え
合
い
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る「
や
さ
し
さ
で
支
え
合
う
健
康
・

福
祉
の
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
に

関
係
課
の
連
携
を
強
化
し
、
取
り
組

み
を
加
速
化
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
本
町
で
は
、
人
口
減
少
と
と
も

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
希
薄

化
や
核
家
族
化
の
進
行
に
よ
り
、
子

ど
も
を
持
つ
親
の
孤
立
化
も
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、「
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
、
健
や
か
に
育
む
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進
に
向
け
て
、
社
会
全
体

で
子
育
て
家
庭
を
支
援
し
て
い
く
と

い
う
視
点
に
立
ち
、
関
係
機
関
が
一

体
と
な
っ
て
、
家
庭
や
地
域
の
保
育

機
能
を
支
え
る
た
め
の
多
面
的
な
子

育
て
支
援
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
子
育
て
家
庭
に
対
す

る
支
援
と
し
て
、
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
や
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
運
営
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
ひ
と
り

親
世
帯
と
障
が
い
児
を
持
つ
世
帯
の

利
用
料
減
免
を
実
施
し
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
向
け
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育

て
ま
で
一
貫
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー

ズ
や
相
談
に
応
じ
た
伴
走
型
支
援
や

経
済
的
支
援
を
実
施
す
る
、
出
産
・

子
育
て
応
援
給
付
金
事
業
や
保
育
所

運
営
費
補
助
事
業
、
町
単
独
に
よ
る

「
障
が
い
児
保
育
事
業
」
や
「
重
度

障
が
い
児
保
育
士
特
別
加
配
補
助
」

を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
単
独
の
支
援
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で

の
保
育
所
の
副
食
費
お
よ
び
幼
稚
園

の
給
食
費
、
３
人
目
以
降
の
小
・
中

学
校
の
給
食
費
の
無
料
化
を
引
き
続

き
実
施
す
る
な
ど
、
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
や
不
安
、
精
神
的
な
負
担
感
の
軽

減
、
解
消
を
図
る
た
め
、
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
拠
点
を
中
心
に
、
専
門

的
な
相
談
や
情
報
提
供
、
訪
問
な
ど

に
よ
る
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
入
院
は

18
歳
、
通
院
は
15
歳
に
な
る
年
度
末

ま
で
、
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
義
務
教
育
初
年
度
に

あ
た
る
小
学
校
入
学
時
の
新
入
学
用

品
の
現
物
支
給
や
、
小
・
中
学
校
に

お
け
る
就
学
援
助
費
で
の
新
入
学
用

品
費
の
入
学
前
支
給
を
引
き
続
き
実

施
し
、
子
育
て
を
応
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
と
と
も
に
、
若
い
世
代
の
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
が
か

な
う
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、結
婚
・

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
か
か
る
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
き
ほ
く
フ
ァ
ミ
ラ

ボ
」
に
お
い
て
、
内
容
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、「
結
婚
新
生
活
支
援

事
業
」
で
は
、
今
年
度
か
ら
結
婚
に

よ
る
新
し
い
生
活
を
さ
ら
に
応
援
す

る
た
め
、
対
象
者
の
所
得
上
限
額
を

引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
施
策
で
は
、
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
支

援
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
で
の
健

康
づ
く
り
の
充
実
、
地
域
活
動
の
人

材
発
掘
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
と
し
た
生
活
支
援
体
制

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、
住
民

憩
い
の
場
の
活
用
に
よ
り
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
や
多
世
代
交
流
の
促
進

を
進
め
、
介
護
予
防
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。
認
知
症
の
高
齢
者
と
そ

の
家
族
を
支
援
す
る
た
め
、
認
知
症

に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
を
図

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く

り
の
た
め
、
地
域
全
体
で
の
見
守
り

体
制
の
構
築
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
町
独
自
の
事

業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
で
き
る

体
制
を
構
築
し
、
高
齢
者
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
町
立
老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮

で
は
、
利
用
者
が
安
全
・
安
心
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
利
用
者
・
職
員
全
員
が
笑
顔

の
絶
え
る
こ
と
の
な
い
安
ら
ぎ
と
温

も
り
の
あ
る
〝
住
ま
い
〞
と
し
て
の

施
設
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
に
つ
い
て

は
、
建
て
替
え
も
視
野
に
入
れ
た
今

後
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
老
人
ホ

ー
ム
赤
羽
寮
全
体
の
運
営
に
つ
い
て

も
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
施
策
で
は
、
地
域

に
お
け
る
障
が
い
者
支
援
策
と
し

て
、
障
が
い
者
本
人
や
介
護
者
の
高

齢
化
、
障
が
い
の
重
度
化
や
重
複
化

な
ど
が
相
ま
っ
て
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
障
が
い
者
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
や
障
害
者
総
合
支

10
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援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
介
護
・
訓
練
な
ど
給
付
事
業
の
円

滑
な
運
用
を
は
じ
め
、
じ
ん
臓
機
能

障
害
に
よ
る
人
工
透
析
な
ど
の
通
院

に
要
す
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
助
成
、
発
達
が
気
に
な
る
子

ど
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
療
育
教

室
な
ど
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
住
み

慣
れ
た
町
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
支

援
体
制
の
構
築
を
引
き
続
き
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
づ

く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
習
慣

病
な
ど
の
予
防
の
た
め
、「
ち
ょ
い

減
ら
し
＋
10
」
を
健
康
づ
く
り
の
合

言
葉
に
、
食
生
活
の
改
善
と
運
動
習

慣
の
定
着
を
目
指
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ま
一
人
一
人
が
、
健
康
づ
く
り
を

人
ご
と
で
は
な
く
自
分
の
事
と
し

て
、
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
引

き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
に
つ
い
て
は
、
８
年
目
を
迎
え

ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
、

よ
り
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
元
気
づ
く
り
推
進
員
の
方
々

や
町
内
事
業
所
と
連
携
を
進
め
、「
ち

ょ
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
、ず
っ
と
健
康
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
紀
北
町
オ

リ
ジ
ナ
ル
健
康
体
操
の
「
き
ほ
く
活

活
体
操
」、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
に
つ
い
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
が

日
常
生
活
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
や
す
く
な
る
よ
う
に
行
政
放
送

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
施
設
を
活

用
し
た
水
泳
教
室
や
講
座
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
、
指
定
管
理
者
と
連
携

し
、
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
重

要
性
に
対
し
関
心
と
理
解
を
深
め
る

た
め
、
紀
北
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
講
座
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
健
康

意
識
の
向
上
や
健
康
づ
く
り
・
体
力

の
維
持
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

検（
健
）診
事
業
で
は
、
国
が
推

奨
し
て
い
る
が
ん
検
診
の
胃
が
ん
、

肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
（
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）、
子
宮
頸け

い

が
ん
の

５
大
が
ん
検
診
と
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
の
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方

を
対
象
に
し
た
特
定
健
診
を
全
て
無

料
に
す
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
受
診

率
の
向
上
を
図
り
、
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
受
診
者
の
利
便
性

を
図
る
た
め
に
、
各
種
が
ん
検
診
と

特
定
健
診
な
ど
の
全
て
の
検（
健
）

診
を
１
日
で
受
診
で
き
る
「
み
ん
な

で
い
こ
か
！
総
合
け
ん
し
ん
」
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
出
産
後
間
も
な
い

時
期
の
産
婦
の
方
を
対
象
に
、
産
婦

健
診
に
係
る
費
用
助
成
の
実
施
や
産

後
は
、
生
活
の
変
化
、
ホ
ル
モ
ン
バ

ラ
ン
ス
の
変
化
な
ど
か
ら
、
心
身
の

不
調
を
き
た
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て

お
り
、
産
後
ケ
ア
事
業
に
よ
る
身
体

的
機
能
の
回
復
、
授
乳
状
況
お
よ
び

精
神
状
態
の
把
握
な
ど
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
健
や
か
な
子
育
て
に
つ
な

が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

尾
鷲
総
合
病
院
は
、
休
日
・
夜
間

に
お
け
る
入
院
治
療
を
要
す
る
よ
う

な
重
症
救
急
患
者
に
対
す
る
二
次
救

急
医
療
体
制
と
し
て
、
病
院
群
輪
番

制
病
院
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
こ

の
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
病
院

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
か
ら
紀
北

町
と
尾
鷲
市
が
行
っ
て
い
る
「
病
院

群
輪
番
制
病
院
運
営
事
業
」
に
つ
い

て
、
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

お
い
て
は
、
地
域
差
や
不
確
実
性
は

あ
る
も
の
の
全
国
的
に
は
減
少
傾
向

が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
の
変

更
に
伴
う
、
国
の
政
策
・
措
置
の
見

直
し
を
注
視
し
つ
つ
、
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
図
り
な
が
ら
、
迅
速
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
三
重
県
が
一

保
険
者
と
し
て
運
営
主
体
と
な
り
、

県
内
市
町
が
広
域
化
し
て
い
る
も
の

の
、
医
療
の
高
度
化
、
被
保
険
者
の

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
１
人
当
た
り
医

療
費
が
増
加
す
る
な
ど
、
厳
し
い
事

業
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
医
療
費
の
適
正
化

に
向
け
、
医
師
会
な
ど
と
の
連
携
の

も
と
疾
病
重
症
化
予
防
策
を
講
じ
、

ま
た
、
特
定
保
健
指
導
の
充
実
を
図

る
な
ど
、
保
健
事
業
を
積
極
的
に
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
魅
力
と
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち

　

次
に
、
基
本
目
標
三
つ
目
の
「
魅

力
と
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
」
に
つ

い
て
で
す
。

　

農
業
振
興
施
策
で
は
、
農
山
漁
村

振
興
交
付
金
を
活
用
し
た
低
コ
ス
ト

耐
候
性
ハ
ウ
ス
整
備
補
助
を
は
じ

め
、
安
定
的
な
利
水
を
確
保
す
る
た

め
、
一
般
土
地
改
良
事
業
な
ど
に
よ

り
、
農
業
用
水
路
や
揚
水
機
場
な
ど

の
農
業
生
産
基
盤
に
つ
い
て
、
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

県
営
事
業
で
は
、
農
業
生
産
基
盤

や
生
活
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
「
県
営
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
」
の
紀
北
２
期
地
区
の
事

業
を
実
施
し
、
農
業
基
盤
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
６
カ
所
の
た
ん
水
防

除
の
排
水
機
場
に
つ
い
て
は
、「
県

単
排
水
施
設
整
備
事
業
」
な
ど
に
よ

り
出
垣
内
排
水
機
場
整
備
に
続
き
、

相
賀
排
水
機
場
、
山
本
排
水
機
場
の

機
器
更
新
整
備
な
ど
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
事
業
に
よ
る
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
を
は
じ
め
、
農
地
中
間
管
理
機
構

を
活
用
し
た
農
地
の
借
り
手
と
貸
し

手
に
対
す
る
支
援
、
日
本
型
直
接
支

払
制
度
に
よ
る
農
業
の
多
面
的
機
能

の
維
持
・
発
揮
の
た
め
の
地
域
活
動

や
営
農
活
動
に
対
す
る
支
援
を
引
き

続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、引
き
続
き
、

猟
友
会
と
連
携
し
た
有
害
鳥
獣
の
適

切
な
駆
除
や
、
農
村
見
守
り
支
援
員

に
よ
る
迅
速
な
対
応
と
と
も
に
、
獣

害
防
止
用
の
電
気
柵
な
ど
の
資
材
費

用
へ
の
助
成
や
鳥
獣
被
害
防
止
総
合

対
策
事
業
な
ど
の
活
用
に
よ
り
、
サ

ル
の
生
息
域
調
査
を
行
い
、
獣
害
被
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害
の
軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ

ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

海
岸
環
境
整
備
事
業
で
は
、
海
水

浴
場
施
設
の
指
定
管
理
者
な
ど
と
連

携
し
、
こ
れ
ま
で
の
海
水
浴
場
の
利

用
に
加
え
、
施
設
の
新
た
な
利
用
な

ど
に
よ
る
魅
力
向
上
を
図
り
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
林
業
振
興
施
策
で
は
、
森

林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
に
対
応
す
る
た
め
、
県
、

森
林
組
合
な
ど
と
連
携
し
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
所
有
者

へ
の
意
向
調
査
や
森
林
境
界
の
明
確

化
な
ど
に
取
り
組
み
、
適
切
な
森
林

の
整
備
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
に

よ
り
、
林
道
整
備
の
拡
充
、
民
有
林

造
林
事
業
の
支
援
、
人
材
育
成
事
業

支
援
、
林
業
従
事
者
の
安
全
装
備
品

購
入
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
新
た
に
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
を
募
集
し
、
地
域
林
業
の
担

い
手
と
し
て
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
な
ど
の
新
規
就

業
受
け
入
れ
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

町
有
林
造
成
事
業
で
は
、
森
林
経

営
計
画
に
基
づ
く
効
率
的
な
町
有
林

経
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
森
林
組

合
お
わ
せ
を
中
心
と
し
た
「
民
間
委

託
方
式
」
に
よ
り
、
計
画
的
な
事
業

量
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
林
業
技
術

の
伝
承
や
雇
用
の
創
出
を
図
る
と
と

も
に
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
認
証
を
取

得
し
た
町
有
林
の
適
切
な
森
林
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、尾
鷲
ヒ
ノ
キ
材
に
つ
い
て
、

そ
の
販
路
拡
大
に
向
け
、
関
係
団
体

と
連
携
の
下
、
安
定
供
給
体
制
の
構

築
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
産
材
の

利
用
を
促
進
し
、
木
材
関
連
事
業
を

支
援
す
る
た
め
、
町
内
の
製
材
所
か

ら
出
荷
さ
れ
た
地
域
産
材
を
使
用
し

た
住
宅
建
築
に
対
す
る
補
助
を
引
き

続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
水
産
業
振
興
施
策
で
は
、

三
重
外
湾
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
し

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

く
種
苗
放
流
事
業
な
ど
、
水
産
資
源

の
増
殖
を
図
る
ほ
か
、
漁
業
近
代
化

資
金
、
漁
業
経
営
維
持
安
定
化
資
金

へ
の
利
子
補
給
に
よ
る
漁
業
経
営
の

改
善
、
外
国
人
漁
業
研
修
生
受
入
対

策
な
ど
、
多
方
面
か
ら
地
域
水
産
業

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
共
同
利
用
施
設
に
つ
い
て

は
、
海
野
漁
港
ク
レ
ー
ン
巻
き
上
げ

機
更
新
、
長
島
魚
市
場
高
圧
電
気
設

備
改
修
な
ど
へ
の
支
援
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
熊
野
灘
の

大
型
浮
漁
礁
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老

朽
化
に
よ
り
令
和
４
年
度
に
１
基
が

更
新
さ
れ
、
現
在
２
基
で
運
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
増
設
を
県

に
対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
県
営
藻
場
造
成
事
業
」

に
よ
り
、
海
野
・
島
勝
浦
・
白
浦
沖

合
に
お
け
る
藻
場
造
成
に
取
り
組

み
、
ア
ワ
ビ
や
伊
勢
エ
ビ
の
生
息
場

の
確
保
、
稚
魚
の
成
育
場
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
と
連
動
さ
せ
、
水

産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
に
よ

り
、
漁
業
者
自
ら
が
行
う
藻
場
の
食

害
生
物
の
駆
除
や
漁
場
環
境
の
保
全

活
動
を
支
援
し
、
効
率
的
に
漁
場
の

再
生
を
進
め
る
ほ
か
、
内
水
面
漁
業

に
つ
い
て
は
、
銚
子
川
環
境
保
全
会

が
取
り
組
む
河
川
環
境
の
保
全
活
動

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、三
重
外
湾
漁
業
協
同
組
合
、

水
産
関
連
団
体
が
参
画
す
る
長
島
地

区
産
地
協
議
会
と
連
携
し
、
長
島
港

魚
市
場
の
衛
生
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
漁
獲
物
の
地
域
内
消
費
を
増

大
さ
せ
る
た
め
、
魚
食
普
及
や
地
産

地
消
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
漁
港
管
理
事
業
で
は
、
引

き
続
き
町
内
五
つ
の
漁
港
施
設
の
維

持
・
修
繕
を
行
い
、
適
切
な
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
で
は
、
町
内
の
小

規
模
事
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
「
み

え
熊
野
古
道
商
工
会
」
が
実
施
す
る

事
業
に
対
す
る
助
成
や
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
の
安
定
と
改
善
の
た
め

実
施
し
て
い
る
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
関
連
融
資
に
対
す
る
利

子
補
給
、
創
業
支
援
制
度
と
し
て
の

保
証
料
補
助
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
小
企
業

の
労
働
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
先
端
設
備
等
導
入
計
画
の
認
定

を
受
け
た
中
小
企
業
の
設
備
投
資
を

引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
築
業
を
中
心
と
し
た
地

域
経
済
を
活
性
化
し
、
良
好
な
住
環

境
を
実
現
す
る
た
め
の
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
に
補
助
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
産
振
興
事
業
で
は
、
地
域
産
品

の
高
付
加
価
値
化
を
進
め
る
た
め

に
、
特
産
品
の
開
発
・
販
売
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
物
産
の
Ｐ
Ｒ
に
も

引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
寄

付
者
の
分
析
や
、
返
礼
品
の
充
実
を

図
る
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご

寄
付
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
し
て
、
た
い
せ
つ
な
ご

寄
付
は
、
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
に

有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

集
客
交
流
施
策
と
し
て
、「
観
光

案
内
人
」
設
置
の
継
続
や
、「
道
の

駅
紀
伊
長
島
マ
ン
ボ
ウ
」、「
道
の
駅

海
山
」
や
「
始
神
テ
ラ
ス
」
を
特
産

品
の
販
売
や
情
報
発
信
の
基
地
と
し

て
、
集
客
・
交
流
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
同
様
に
、「
年
末
き
い
な

が
し
ま
港
市
」
や
「
海
・
山
こ
だ
わ

り
市
」
な
ど
の
物
産
販
売
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
も
、
安
全
・
安
心
に
配
慮

し
、
町
内
産
品
の
消
費
拡
大
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
振
興
施
策
で
は
、
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
観
光
の

本
格
的
な
回
復
を
見
据
え
、
国
内
、

近
隣
地
域
を
対
象
と
し
た
マ
イ
ク

ロ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
教
育
旅
行
の
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
外
国
人
観
光

客
な
ど
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本

町
が
誇
る
自
然
環
境
や
人
、
歴
史
、

文
化
に
対
す
る
多
様
な
観
光
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
地
域
資
源
の
磨
き

上
げ
と
、
体
験
・
体
感
で
き
る
滞
在

型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造
成
し
、
さ
ら
な

る
魅
力
ア
ッ
プ
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
に
世
界
遺
産
登
録
20
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令和 5 年度施政方針

周
年
を
迎
え
る
熊
野
古
道
や
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
「
太
平
洋
岸
自
転
車

道
」
な
ど
を
活
用
し
て
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
事
業
な
ど
、広
域
連
携
を
進
め
、

地
域
同
士
の
交
流
の
促
進
と
地
域
全

体
の
活
性
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
本
町
の
新
し
い
情
報
を
常
に
発

信
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
用
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
番
組
の
制
作
や
、
観
光
振
興
Ｐ

Ｒ
活
動
事
業
と
し
て
、
町
内
周
遊
を

促
進
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な

ど
を
含
め
た
紀
北
町
観
光
協
会
へ
の

支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
よ
る
、
外
部
か
ら
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
振
興

な
ど
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
心
豊
か
に
夢
を
育
む
教
育
・
文

化
の
ま
ち

　

次
に
、
基
本
目
標
四
つ
目
の
「
心

豊
か
に
夢
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま

ち
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

幼
児
教
育
で
は
、
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
や
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
な
ど
、

幼
稚
園
・
保
育
所
で
の
集
団
生
活
の

中
で
自
発
的
な
活
動
を
促
し
、
発
達

に
必
要
な
豊
か
な
経
験
を
通
じ
て

「
生
き
る
力
」
を
育
む
と
と
も
に
、

家
庭
と
の
連
携
を
深
め
、
基
本
的
な

生
活
習
慣
と
協
調
性
を
育
む
教
育
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
令

和
元
年
10
月
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
伴
い
、
幼
稚

園
教
育
や
一
時
預
か
り
保
育
に
お
け

る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
、
た
く
ま
し
い
心
と

体
を
育
む
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
幼
児
期
に
学
ん
だ
経
験

が
義
務
教
育
お
よ
び
そ
の
後
の
教
育

へ
と
円
滑
に
つ
な
が
る
よ
う
、
幼
児

と
児
童
の
交
流
や
教
師
な
ど
の
合
同

研
修
会
を
実
施
し
、
幼
稚
園
・
保
育

園
・
小
学
校
と
の
連
携
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、「
生
き
る
力
」

の
育
成
の
た
め
、
創
意
工
夫
を
生
か

し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
す

る
中
で「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」

「
健
や
か
な
体
」
の
調
和
を
重
視
し

た
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
対
し
て

は
、
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
る
特
別
支
援
教
育

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
学
校

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学

校
施
設
の
整
備
を
行
い
、
安
全
・
安

心
な
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

政
府
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
に
基
づ
き
、
整
備
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
機
器
を
活
用
し
て
、
協
働
的

な
学
び
の
中
で
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
よ
う
個
別
最

適
化
さ
れ
た
学
び
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
小
学
校
入
学
時
の
新
入
学

用
品
の
現
物
支
給
や
、
要
支
援
者
対

策
と
し
て
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る

就
学
援
助
費
で
の
新
入
学
用
品
費
の

入
学
前
支
給
を
行
い
、
子
育
て
を
応

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
学

力
の
向
上
、豊
か
な
人
間
性
の
育
成
、

健
康
体
力
の
増
進
と
個
性
や
創
造
性

を
伸
ば
す
こ
と
を
基
本
と
し
、
支
援

の
必
要
な
児
童
・
生
徒
へ
介
助
教
員
、

介
助
員
の
配
置
を
、
引
き
続
き
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
紀
北
町
子
ど
も
の
い
じ

め
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
」
の
理

念
に
基
づ
き
、
町
お
よ
び
学
校
な
ど

が
連
携
し
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
生

活
し
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
全
て
の

小
・
中
学
校
に
お
い
て
学
級
満
足
度

調
査
を
実
施
し
、
い
じ
め
の
早
期
発

見
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
、

子
ど
も
一
人
一
人
の
学
校
生
活
に
お

け
る
満
足
感
や
安
心
感
、
学
習
意
欲

な
ど
、
児
童
・
生
徒
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
に
よ
り
、
個
に
応
じ
た
指
導

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
中
学
校
で

は
、「
生
き
る
力
を
育
む
」
と
い
う

理
念
の
も
と
、
創
意
工
夫
を
生
か
し

た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
す
る

中
で
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
お

よ
び
技
能
を
確
実
に
習
得
さ
せ
、
こ

れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
必
要
な
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
な
ど
の
能
力
を
育
む
指
導
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
外
国
語

教
育
で
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
小
学

校
５
・
６
年
生
で
英
語
科
、
小
学
校

３
・
４
年
生
で
は
外
国
語
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。
小
中
連
携
に
て
外
国

語
活
動
・
英
語
教
育
を
通
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
異
文
化
を
理
解

す
る
学
び
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
４

名
体
制
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
教
育
会
議
、
教
育
委

員
会
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

学
力
・
体
力
の
向
上
や
学
校
の
適
正

規
模
・
適
正
配
置
な
ど
の
諸
課
題
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
推
進
、

「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」、「
地

域
未
来
塾
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
幅
広
い
分
野
の
方
々
の
参

画
を
得
な
が
ら
学
習
支
援
、
学
校
環

境
整
備
、
学
習
教
育
活
動
な
ど
の
活

動
を
行
い
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
住

民
な
ど
に
よ
る
相
互
連
携
協
力
の
強

化
の
も
と
、
町
全
体
で
子
ど
も
を
育

ん
で
い
く
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
紀

伊
長
島
地
区
は
紀
伊
長
島
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
か
ら
、
海
山
地
区
は
海
山

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
よ
り
安

全
で
安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
と
と

も
に
地
元
食
材
の
活
用
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
町
民
一

人
一
人
が
、
自
己
の
人
格
を
磨
き
、

豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
生
涯
学
習
講
座
や
公
民
館
講

座
な
ど
の
学
習
機
会
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対

応
策
と
し
て
、
高
齢
者
向
け
の
ス
マ

ホ
相
談
会
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
紀
伊
長
島
図
書
室
と
海
山

図
書
室
に
お
き
ま
し
て
、
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
各
年
齢
層
の
町
民
が
集

ま
り
学
習
し
や
す
い
図
書
室
を
目
指

し
、
図
書
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
育
成
で
は
、
豊
か
な
人

間
性
を
育
み
、
心
身
と
も
に
健
や
か
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に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

い
き
い
き
子
ど
も
学
園
の
継
続
や
、

子
ど
も
会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

青
少
年
育
成
連
絡
会
議
な
ど
の
関
係

団
体
と
連
携
し
、
関
係
機
関
、
家
庭
、

地
域
が
一
体
に
な
っ
て
子
ど
も
た
ち

を
守
り
育
て
て
い
く
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
体

育
協
会
な
ど
の
関
係
団
体
を
支
援
し

て
い
く
と
と
も
に
、
権
兵
衛
の
故さ

と郷

走
ろ
う
大
会
や
町
民
駅
伝
大
会
、
ス

ポ
ー
ツ
体
験
教
室
な
ど
を
開
催
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
の
提
供
、
普
及
促

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
１
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
、
夢
を
も
つ
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

る
「
夢
の
教
室
」
の
開
催
や
、
全
国

大
会
な
ど
に
出
場
す
る
選
手
の
支

援
、
成
績
優
秀
者
の
表
彰
、「
美
し

国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
」
へ
の
参
加

な
ど
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努

め
る
と
と
も
に
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ

団
体
が
開
催
す
る
大
会
の
支
援
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
推
進
と
し
て

は
、ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
の
情
報
発
信
の

ほ
か
、
県
内
外
で
の
誘
致
活
動
を
進

め
る
と
と
も
に
、
紀
北
町
観
光
協
会

と
連
携
し
た
合
宿
プ
ラ
ン
の
提
供
な

ど
、
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
に
つ
い
て
は
、
多
様

な
文
化
活
動
や
芸
術
活
動
が
行
え
る

よ
う
文
化
団
体
に
対
し
て
支
援
す
る

ほ
か
、
一
流
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
に

よ
る
演
奏
会
、
演
芸
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
よ
り
、
優
れ
た
文
化
・
芸
術

に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
熊
野
古
道
の
保
存
会

や
地
元
企
業
と
連
携
し
、
熊
野
古
道

や
そ
の
周
辺
環
境
の
維
持
・
保
全
に

努
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
・
若
者

な
ど
の
次
世
代
に
守
り
伝
え
て
い
く

た
め
、
小
・
中
学
校
の
熊
野
古
道
学

習
へ
語
り
部
を
派
遣
し
、
地
域
の
魅

力
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
と
も
に
担
う
参
画
と
協
働
の
ま

ち
　

次
に
、
基
本
目
標
五
つ
目
は
「
と

も
に
担
う
参
画
と
協
働
の
ま
ち
」
に

つ
い
て
で
す
。

　

今
後
、
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増

す
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
高
度

化
、
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
自
立
し
た
ま
ち
を
創
造
・
経

営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
と
の
協
働
に
よ
り
町
政
の
運
営

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
そ
の
中
心
的
役
割
を
担

う
自
治
会
の
活
動
拠
点
で
あ
る
集
会

所
に
つ
い
て
、
年
々
維
持
管
理
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
引

き
続
き
一
定
の
支
援
を
講
じ
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
行
政
活
動
の
報
告
と
、「
紀
北

町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
に
お
き
ま

し
て
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
意
見
交
換
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
も

あ
り
ま
す
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
の

実
現
や
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
」
は
、
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
り
、

特
に
女
性
が
活
躍
す
る
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
す
る
た

め
、
引
き
続
き
各
種
審
議
会
や
委
員

会
な
ど
へ
の
女
性
の
参
画
を
促
し
、

ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
各
種
方
面
の
皆
さ
ま
か

ら
い
た
だ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
、
ご
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、
こ
れ

か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
町
民
の

皆
さ
ま
と
協
働
し
て
進
め
て
い
く
こ

と
で
、
本
町
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
た
取
り
組
み
を
加
速
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進

む
中
に
あ
っ
て
も
、
地
域
の
活
力
を

維
持
で
き
る
よ
う
、
外
部
の
視
点
を

生
か
せ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任

用
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
を
通
じ
た
移
住
対
策

や
関
係
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
な

ど
に
よ
り
、
町
・
地
域
を
活
動
の
場

と
し
た
協
力
体
制
を
確
立
し
、
町
が

抱
え
る
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、「
第

４
次
紀
北
町
行
財
政
改
革
大
綱
」
に

基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

推
進
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
参
画
や

協
働
に
重
点
を
お
い
た
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
、

簡
便
か
つ
正
確
に
本
人
確
認
や
行
政

機
関
な
ど
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
幅
広

く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
と
と
も
に
、
そ
の

利
活
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
迅
速

で
分
か
り
や
す
い
情
報
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
情
報
発
信
の
手
段
を
形
成
し
て
ま

い
り
ま
す
。

結
び
に

　

以
上
、
町
政
経
営
に
臨
む
私
の
基

本
的
な
考
え
方
と
令
和
５
年
度
に
講

じ
る
べ
き
主
要
施
策
な
ど
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
紀
北
町
第
２
次
総
合

計
画
の
将
来
像
、「
み
ん
な
が
元
気
！

紀
北
町
〜
豊
か
な
自
然
、
に
ぎ
わ
い

と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
〜
」
の
実

現
に
向
け
、
紀
北
町
の
人
、
地
域
、

産
業
や
各
種
団
体
、
活
動
な
ど
全
て

が
元
気
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
め
ど
が
立
た
な
い
中
で
、
国
内

の
物
価
上
昇
も
収
ま
る
気
配
が
な

く
、
家
計
へ
の
負
担
は
ま
す
ま
す
増

加
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。町
民
の
皆
さ
ま
の「
命
と
健
康
」、

「
暮
ら
し
」
を
守
る
た
め
、
時
代
に

合
わ
せ
た
変
化
を
重
ね
な
が
ら
、
職

員
と
と
も
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
町
民
の
皆
さ
ま
の
、
な
お
一
層

の
ご
支
援
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

14
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定
期
健
診
で
早
期
発
見

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
発
表

で
は
、
２
０
２
１
年
に
新
た
に
が
ん

と
診
断
さ
れ
た
方
は
約
１
０
０
万
人

と
推
計
さ
れ
、
亡
く
な
っ
た
方
は
約

38
万
人
で
、
１
９
８
１
年
か
ら
41
年

連
続
で
死
因
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

が
ん
検
診
は
、
が
ん
を
早
期
に
発

見
し
、
適
切
な
治
療
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
を
減
ら
し

ま
す
。
受
診
を
控
え
る
こ
と
で
、
早

期
の
が
ん
が
見
逃
さ
れ
、
が
ん
に
よ

る
死
亡
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
定
期
的
に
検（
健
）
診
を

受
け
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

５
大
が
ん
検
診
は

特
に
た
い
せ
つ

　

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

乳
が
ん
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
・
子
宮

頸
が
ん
検
診
の
五
つ
の
が
ん
検
診
は
、

死
亡
率
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
こ
と

が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
お
り
、
国

が
推
奨
し
て
い
る
検
診
で
す
。
紀
北

町
で
は
、
こ
の
五
つ
の
検
診
を
全
て

無
料
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
５
年
度

検（
健
）診
予
約
方
法

◆
令
和
４
年
度
に
町
の
集
団
検（
健
）

診
を
受
診
さ
れ
た
方

　

予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
４

月
中
に
「
予
約
票
」
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
変
更
が
必
要
な
場
合
の
み
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

◆
令
和
４
年
度
に
町
の
集
団
検（
健
）

診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

　

予
約
が
必
要
で
す
。（
左
記
の
方
法

で
希
望
す
る
日
程
を
ご
予
約
く
だ
さ

い
。）

①
町
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約

（「
紀
北
町　

検
診
」
で
検
索
）

②
電
話
で
予
約  

℡（
46
）
３
１
２
２

③
役
場
窓
口
で
予
約
（
本
庁
福
祉
保

健
課
ま
た
は
海
山
総
合
支
所
福
祉
環

境
室
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課

℡（
46 

）
3
1
2
2

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32 

）
3
９
０
４

け
い
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各検（健）診の内容

胃がん検診

肺がん・結核検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診

骨密度測定

若者健診
（30歳節目無料健診を含む）

国民健康保険特定健診
（受診券は後日送付します）

後期高齢者健診
（受診券は後日送付します）

健康増進法健診
（受診券は後日送付します）

胃部Ｘ線撮影

胸部Ｘ線撮影

便潜血反応検査（2日法）

乳房 X線撮影

超音波検査

内診、細胞診

血液検査（PSA 検査）

血液検査
（B型・C型肝炎ウイルス検査）

かかとの骨の超音波検査

20 歳以上の方

20 歳以上の方

20 歳以上の方

40 歳以上の女性

20 歳以上の女性

20 歳以上の女性

50 歳以上の男性

40 歳以上で今まで
受けたことがない方

20 歳以上の女性

21 歳～ 39 歳で職場など
で受ける機会がない方
40 歳～ 74 歳の

国民健康保険加入者
後期高齢者

医療保険被保険者
医療保険に加入して
いない40歳以上の方

6,600 円

2,100 円

2,200 円

5,500 円

5,300 円

5,400 円

2,500 円

2,700 円

1,800 円

8,100 円

9,000 円

8,500 円

8,500 円

無 料

無 料

無 料

無 料

  1,000 円※1

無 料

500 円※1

無 料

500 円
（生活保護世帯は無料）

1,000 円
（R5年度に30歳になる方、
生活保護世帯は無料）

無 料

無 料

無 料

7/13（木）

7/14（金）

7/15（土）

11/16（木）

11/17（金）

11/18（土）

①

②

③

④

⑤

⑥

東長島公民館

海山公民館

8：30～11：00

13：30～15：00

検（健）診名 検査内容 対象（R6年3月末時点の年齢） 町負担額（約） 自己負担額

※1…75歳以上、生活保護世帯は無料　※2…海山レディースクリニックで受診できます。（前日までに要予約 ℡33-0888）

8：30～11：00

13：30～15：00
8：30～11：00

13：30～15：00

8：30～11：30

8：30～11：00

13：30～15：00

8：30～11：00

13：30～15：00

令和５年度検（健）診日程表

日程 会場 受付時間 胃
がん

肺
がん

大腸
がん

子宮頸
がん

前立腺
がん

肝炎・若者健
診・国保特定・
後期高齢者・
健康増進法

骨密度
乳がん　　　
マンモ エコー

※どちらか
　１つ

身体計測、尿検査
血液検査、血圧測定

など

乳がん検診

子宮頸がん
検診

集団
個別

マンモグラフィ

エコー
※どちらか１つ

※２

けい

けい
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6/14（水）

6/16（金）

6/20（火）

6/22（木）

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

㉚

㉛

32

33

34

35

36

37

38

三浦会館

道瀬会館

中ノ島会館

みえ熊野古道商工会

下地集会所

志子奥集会所

山本集会所

中州集会所

保健センター

島勝浦集会所

白浦集会所

矢口浦集会所

引本会館

小山浦野菜市場

便ノ山多目的集会施設

汐見集会所

片上集会所

呼崎集会所

海野会館

田山集会所

若者センター

此ヶ野集会所

自然休養村管理センター（古里）

紀北中学校

長浜集会所

コミュニティセンター相賀

新田多目的集会施設

船津集会所

中里集会所

上里農協倉庫前

河内区民会館

馬瀬多目的集会施設

8：30 ～   9：00

9：20 ～   9：30

9：50～10：10

10：40～11：10

13：00～13：10

13：25～13：35

13：50～14：10

14：30～14：45

15：05～15：25

8：30 ～   9：00

9：20 ～   9：35

10：00～10：30

10：50～11：10

13：00 ～13：10

13：25～13：35

13：50～14：00

8：30 ～   9：00

9：20 ～   9：40

10：15～10：45

11：05～11：15

13：30～14：00

14：30～14：40

15：15～15：45

16：00～16：10

8：30 ～   9：00

9：15～   9：30

9：45～10：00

10：30～11：00

13：00～13：15

13：35～13：50

14：10～14：20

14：35～14：45

令和５年度検（健）診日程表

日程 会場 受付時間 胃がん 肺がん 大腸がん 乳がん
（マンモ）



障
が
い
の
あ
る
方
に

対
す
る
軽
自
動
車
税
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

４
月
１
日
現
在
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、

次
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
１
台
分
に
限
り

減
免
さ
れ
ま
す
。

※

普
通
自
動
車
な
ど
（
県
税
）
で
減

免
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外

◆
減
免
が
受
け
ら
れ
る
範
囲

左
表
の
と
お
り

◆
車
両
の
名
義

車
両
が
障
が
い
の
あ
る
方
の
名
義
で
あ

る
こ
と
（
18
歳
未
満
や
「
療
育
手
帳
」

を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
手
帳
に
記

載
さ
れ
た
保
護
者
の
名
義
、「
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
」
を
交
付
さ
れ
て

い
る
方
は
、同
居
家
族
の
名
義
で
も
可
）

◆
運
転
者
お
よ
び
使
用
条
件

○
本
人
運
転
（
障
が
い
の
あ
る
方
本

人
が
運
転
す
る
場
合
）

※

使
用
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
家
族
運
転
（
障
が
い
の
あ
る
方
と

同
居
し
て
い
る
方
が
障
が
い
の
あ
る

方
の
た
め
に
運
転
す
る
場
合
）

・
障
が
い
の
あ
る
方
と
生
計
を
一
に

し
て
い
る

・
障
が
い
の
あ
る
方
の
通
院
、
通
学
、

通
所
、
も
し
く
は
生
業
、
そ
の
他
社

会
参
加
活
動
の
た
め
に
月
４
回
以
上
、

継
続
的
（
お
お
む
ね
６
カ
月
以
上
）

に
使
用

○
介
護
者
運
転
（
障
が
い
の
あ
る
方

の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
方
を
常

に
介
護
す
る
方
が
、
障
が
い
の
あ
る

方
の
た
め
に
運
転
す
る
場
合
）

・
障
が
い
の
あ
る
方
の
通
院
、
通
学
、

通
所
も
し
く
は
生
業
の
た
め
に
週
３

回
以
上
、
継
続
的
（
１
年
以
上
）
に

使
用

◆
申
請
時
に
必
要
な
も
の

○
共
通
し
て
必
要
な
書
類

・
減
免
申
請
書

・
障
が
い
者
手
帳
な
ど
（
身
体
障
害

者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）

・
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証　

・
車
検
証

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド

○
家
族
運
転
の
場
合

・
障
が
い
の
あ
る
方
と
運
転
者
の
同

居
を
証
す
る
書
類
（
障
が
い
者
手
帳

な
ど
と
、
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許

証
で
確
認
で
き
る
場
合
は
不
要
）

○
介
護
者
運
転
の
場
合

・
障
が
い
の
あ
る
方
の
世
帯
全
員
の

住
民
票
の
写
し

申
請
場
所

本
庁
税
務
課
ま
た
は
海
山
総
合
支
所

住
民
室
（
郵
送
で
の
申
請
不
可
）

申
請
期
間

４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月
31
日
（
水
）

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

固
定
資
産
税
の

縦
覧
制
度
に
つ
い
て

　

町
内
に
土
地
、
家
屋
を
所
有
し
て

い
る
納
税
義
務
者
の
方
は
、
土
地
・

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
で
自
己
の
所

有
し
て
い
る
土
地
、
家
屋
以
外
で
も

価
格
な
ど
の
縦
覧
が
可
能
で
す
。

◆
縦
覧
場
所

本
庁
税
務
課

海
山
総
合
支
所
住
民
室

◆
縦
覧
期
間

４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月
31
日
（
水
）

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
縦
覧
で
き
る
方

町
内
の
土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税

の
納
税
者
、
そ
の
家
族
な
ど
の
代
理

権
（
委
任
状
な
ど
が
必
要
）
を
有
す

る
方

※

本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
代
理
人
の
場
合
、
代
理
人
本
人
を
確

認
で
き
る
も
の
と
委
任
状
が
必
要
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
税
務
課

℡（
46
）
３
１
１
８

海
山
総
合
支
所
住
民
室

℡（
32
）
３
９
０
２

町からのおしらせ　～ Information ～

税
務
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

対象となる障がいの区分 本人運転 家族・介護者運転

視覚障がい

聴覚障がい

平衡機能障がい

音声・言語・そしゃく機能障がい

上肢機能障がい

下肢機能障がい

体幹機能障がい

心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう

または直腸・小腸機能障がい

ヒト免疫不全ウイルスによる

免疫・肝機能障がい

1～ 4級

2・3級

3級

3級（喉頭摘出者に限る）

1・2級

1・2級

1・3級

1～ 3級

運動機能

障がい

上肢機能

移動機能 1～ 6級

1～ 5級

1～ 3級

1～ 3級

1～ 6級 1～ 3級

Ａ1、Ａ2、Ａ最重度、Ａ重度

1級

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

18広報きほく2023年4月号

身
体
障
害
者
手
帳
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福
祉
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、
次

の
条
件
に
該
当
す
る
方
が
申
請
を
行

い
受
給
資
格
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
保
険
対
象
医
療
費
自

己
負
担
相
当
額
の
助
成
が
受
け
ら
れ

る
制
度
で
す
。

◆
対
象

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
生
活
保
護

法
に
規
定
す
る
被
保
護
者
で
な
い
方

の
う
ち
、
下
記
の
対
象
範
囲
に
該
当

す
る
方
（
所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
て

い
る
た
め
、
対
象
範
囲
に
該
当
さ
れ

て
も
資
格
が
得
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

◆
資
格
申
請　

　

次
の
も
の
を
持
参
の
上
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

○
健
康
保
険
証

○
預
貯
金
通
帳

○
障
が
い
者
に
該
当
す
る
方
は
障
が

い
の
等
級
が
わ
か
る
も
の
（
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
な

ど
）

◆
助
成
方
法

〇
償
還
払
い
（
い
っ
た
ん
窓
口
で
自

己
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
後
日
指
定

さ
れ
た
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。）

※

福
祉
医
療
費
決
定
通
知
書
の
未
着

防
止
の
た
め
、
４
月
か
ら
振
込
日
が

毎
月
25
日
か
ら
28
日
へ
変
更
に
な
り

ま
す
。（
た
だ
し
、
振
込
日
は
金
融
機

関
営
業
日
に
限
り
ま
す
。）

〇
現
物
給
付
（
自
己
負
担
相
当
額
を

町
か
ら
医
療
機
関
に
支
払
う
こ
と
で
、

対
象
者
の
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己

負
担
が
無
料
に
な
り
ま
す
。）

※

現
物
給
付
は
、
０
歳
か
ら
満
６
歳

到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
子

ど
も
が
対
象
で
す
。

◆
支
給
申
請

　
「
県
内
」の
医
療
機
関（
病
院
・
歯
科
・

調
剤
薬
局
な
ど
）
で
受
診
さ
れ
た
場

合
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
保
険
証

と
受
給
資
格
者
証
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
役
場
で
の
申
請
は
不
要
で
す
。

※

受
給
資
格
者
証
を
提
示
し
て
い
な

い
と
助
成
が
遅
れ
た
り
、
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

「
県
外
」
の
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

さ
れ
た
場
合
お
よ
び
中
学
校
卒
業
後

の
入
院
の
場
合
は
、
領
収
証
、
健
康

保
険
証
、
預
貯
金
通
帳
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
確
認
書
類
を
持
参
の
上
、
役
場

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
判
定

　

毎
年
９
月
に
所
得
判
定
に
よ
る
資

格
認
定
が
あ
り
、
所
得
が
限
度
額
を

超
過
し
た
場
合
は
、
次
年
度
の
所
得

判
定
ま
で
１
年
間
資
格
喪
失
と
な
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
住
民
課

℡（
46
）
3
1
1
7

海
山
総
合
支
所
住
民
室

℡（
32
）
3
9
0
2

町からのおしらせ　～ Information ～

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
ご
案
内

区分 対象範囲 対象医療費

①身体に障がいのある方でその等級が「1・2 級お
　よび 3級」の方
②療育手帳の障がい程度が「最重度・重度」の方、
　または知能指数が「35以下」と判定された方
③身体に障がいのある方でその等級が「4級」の方
　のうち、療育手帳の障がい程度が「中度」の方、
　または知能指数が「50以下」と判定された方
④精神に障がいのある方でその等級が「1級」の方

①18歳になった日以降の初めての3月31日までの
　児童を扶養している一人親家庭などの母または
　父およびその児童※
②父母のいない18歳になった日以降の初めての3
　月 31 日までの児童※

①通院…0 歳から 15 歳になった日以降の初めての
　 3月 31 日までの児童※
②入院…0 歳から 18 歳になった日以降の初めての
　3月 31 日までの児童（婚姻された方は除く）※

医療保険各法の規定による自己負
担相当額
（④については通院分のみ）

医療保険各法の規定による自己負
担相当額

医療保険各法の規定による自己負
担相当額

障がいのある方

一人親家庭など

子ども

※ただし、4 月 1 日生まれの方は前月末日まで
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▷職種および採用予定人員

　紀北町介護予防等対策支援員　1人

▷応募資格および要件

　○地方公務員法第 16 条（欠格事項）に該当しない方

　○町内に居住している方または居住できる方

　○基礎的なパソコン操作ができる方

　○普通自動車運転免許を所有している方

　○高齢者の集いの場つくりや、e スポーツ、学習支援に

　理解がある方

▷応募期間

4 月 3 日（月）～ 17 日（月）※土・日曜日を除く

　（午前 8時 30 分～午後 5時 15 分）

▷試験日時

4 月 24 日（月）午前 9時 30 分～

▷会場　紀北町役場 4階第 1委員会室

▷試験内容　作文試験・面接

▷提出書類（各１通）

　①申込書兼履歴書

　②普通自動車運転免許証の写し

　※①の様式は、本庁福祉保健課および海山総合支所福祉

　環境室で交付します。

※業務内容、勤務場所など詳しくは募集要項をご覧くださ

い。

福祉保健課会計年度任用職員募集
（5月１日採用予定）募集

▷対象

　町内に住民登録があり、2名以上で集まっていただける

方で、軽自動車の駐車場所があること

▷日時

　午前 9時～午後 4時 30 分（土・日曜日、祝日を除く）

▷申し込み

希望する日の1週間前までに電話でお申し込みください。

▷準備する物

　①マイナンバー通知カードまたはマイナンバーカード申

　請書

　②本人確認書類

　・運転免許証などのある方は 1点

　・運転免許証などのない方は健康保険証、介護保険証、

　年金手帳、診察券、新型コロナワクチン接種券など 2点

以上必要です。

　※診察券は、氏名、生年月日が印字されているもの（手

　書きは不可）

　※①、②がある場合は出来上がったカードをご自宅へ郵

　送します。

問い合わせ・書類提出先　本庁福祉保健課　℡（46）3122

　開庁時間中に来庁が難しい方々のところへマイナンバーカード出張申請車で役場職員が出向き、マイナンバーカード申請
事務を行います。

問い合わせ・申し込み　本庁住民課　℡（46）3117

４月10日（月）受け付け開始

マイナンバーカード出張申請車で
『マイナンバーカード』申請事務を行います！
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2 月 19 日（日）に「第16 回美し国三重市町対抗駅伝」が開催され、紀北町チームは選手一人一人が力を出
し切り、町の部 7 位に入賞しました。町民の皆さまの温かいご声援、ありがとうございました。

町の部　7 位（総合17位）タイム　2 時間 36 分18秒

【問い合わせ】海山総合支所教育室　℡（32）3905

第第16 回美回美し国三重市町対抗駅伝　町の部７位入賞！国三重市町対抗駅伝　町の部７位入賞！

● 紀北町代表選手（敬称略）
疇地　萌衣　　山本　梨愛　　海上　優　　　東　哲生
北村　夏希　　大岩　蘭　　　川端　沙羅　　仲村　隆生
橋本　伸哉　　世古　規夫　　東　翔万　　　濵田　宏斗
北村　千妃　　中村　麻央莉　上野　智賀　　藤井　有希
廣下　汐音　　芝原　くるみ　九嶋　大雅　　東　海斗
垣内　元宏（監督）　直江　憲樹（コーチ）

地域を自らの力でより良くしていこうという思いを持った住民団体また
はNPO法人が、身近な地域の活性化や地域課題の解決に向けた自主的・主
体的な活動を行う場合に、その活動にかかる必要経費の一部を補助します。

【問い合わせ】本庁企画課　℡（46）3113

地域づくり活動支援事業補助金地域づくり活動支援事業補助金

補助対象事業
①元気なまちづくりの推進に貢献するもの
②安全・安心なまちづくりに貢献するもの
③子育て支援に貢献するもの
④女性や高齢者・障がい者の活動および生活支援に
貢献するもの
⑤学術、文化、芸術またはスポーツの振興に貢献す

るもの
⑥環境の保全または美しいまちなみづくりに貢献す
るもの
補助件数 5 件程度（予算50万円の範囲内）
補助金額 上限 10 万円／件
募集期間 4 月 21 日（金）まで
※申請後、審査があります。

建設課では、町が管理している道路・河川・公園などの美化を目的とす
る草刈りや清掃など地域の皆さまのボランティア活動に支援を行います。

【問い合わせ】本庁建設課　℡（46）3120　海山総合支所産業建設室　℡（32）3903

道路・河川・公園などの美化ボランティア募集道路・河川・公園などの美化ボランティア募集

対象となる団体および活動
自治会など地域の皆さまにより構成された団体が建
設課管理の道路（町道）・河川・公園などにおいて自
主的に行う草刈り、清掃などの活動
支援内容
　ボランティア活動に対して、作業に必要な物品の
提供をします。
支援物資
〇消耗品（ごみ袋、軍手、ホウキ、鎌、草刈機の刃、

洗剤、ぞうきん、バケツなど）
〇その他作業などに必要な物品として町長が認めた
もの
※大きな作業（修繕、伐採など）については町が対
応します。
募集期間　4月 3日（月）～ 6月30 日（金）
申し込み方法
　本庁建設課および海山総合支所産業建設室にて配布
の申請書に必要事項を記入の上、お申し込みください。
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

6 年生を送る会

　６年生を送る会が開催され、クイズや合唱のほか、サプライズの全校ダンスで卒業していく６年生の小学校での思

い出を彩りました。

3/1　相賀小学校

合同作品展
3/11・12　東長島公民館・海山公民館

　公民館講座といきいき子ども学園の合同作品展が開催され、各講座の受講生の作品やいきいき子ども学園の子ども

たちのお気に入りの作品が両公民館で展示されました。
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紀北中学校

三船中学校

矢口小学校 赤羽小学校

古道春まつり
3/19　荷坂峠・道の駅マンボウ

　熊野古道の各峠を保全する団体による古道春まつりが開催されました。荷坂峠をガイド付きで歩く古道ウォークの

ほか、音楽演奏や餅つき、すごろくなどで会場を盛り上げました。
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町
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

入
居
予
定
日　

６
月
19
日
（
月
）

応
募
期
間

４
月
３
日
（
月
）
〜
17
日
（
月
）

※

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
は
、
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

募
集
団
地
・
間
取
り
・
家
賃
（
月
額
）

○
引
本
団
地
（
平
屋
）
１
戸　

２
D
K
（
和
２
・
Ｄ
Ｋ
・
浴
室
・
洗
面
・

ト
イ
レ
）

１
３
，
２
０
０
〜
１
９
，
７
０
０
円

※

申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
選
考
に

な
り
ま
す
。

※

収
入
に
よ
っ
て
家
賃
が
変
わ
り
ま

す
。

※

ほ
か
に
も
随
時
募
集
し
て
い
る
町

営
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
建
設
課

℡（
46
）
３
１
２
０

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室

℡（
32
）
３
９
０
３

　

紀
北
町
、
多
気
町
、
大
台
町
、
明

和
町
、
度
会
町
が
連
携
し
て
取
り
組

む
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

「
三
重
広
域
連
携
モ
デ
ル
」
に
よ
り
構

築
し
た
、
広
域
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
美
村
T
r
a
v
e
l
」
の
運
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
イ
ト
は
、
広
域
観
光
周
遊
を

目
指
し
、
観
光
三
重
と
の
連
携
な
ど
機

能
の
拡
充
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
こ
の
サ
イ
ト
内
の
デ
ジ
タ
ル
観

光
マ
ッ
プ
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
と
連
携
し
自
動
で
更
新
し

て
い
く
機
能
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、

こ
の
サ
イ
ト
を
利
用
し
観
光
誘
致
な

ど
の
施
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

募
集　

デ
ジ
タ
ル
観
光
マ
ッ
プ
に
掲
載
す
る

施
設
（
宿
泊
施
設
・
飲
食
施
設
・
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
施
設
な
ど
観
光
に
関

連
の
あ
る
施
設
）

申
し
込
み
方
法

　

フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

「
三
重
広
域
連
携
モ
デ
ル
」
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
便
利
で

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
心
の
豊
か
さ

（
W
e
l
l-

b
e
i
n
g
）
を
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
指
標
調
査
の
た
め
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
企
画
課

℡（
46
）
３
１
１
３

　

三
重
お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
証

制
度
は
、
歩
行
が
困
難
な
障
が
い
の

あ
る
方
や
妊
産
婦
の
方
な
ど
に
、「
お

も
い
や
り
駐
車
場
」
の
利
用
証
を
交

付
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
「
母
子
健
康
手
帳
取

得
時
か
ら
産
後
１
年
６
カ
月
後
ま
で
」

で
し
た
が
、
延
長
後
は
「
産
後
２
年

ま
で
」、
特
に
多
胎
児
（
双
子
、
三
つ

子
な
ど
）の
場
合
は「
産
後
３
年
ま
で
」

と
な
り
ま
す
。

●
利
用
証
を
お
持
ち
の
方
、
す
で
に

利
用
証
を
返
却
さ
れ
た
妊
産
婦
の
方

へ
　

利
用
証
の
有
効
期
限
が
令
和
４
年

10
月
以
降
（
多
胎
児
の
場
合
は
、
令

和
３
年
10
月
以
降
）
の
方
は
有
効
期

間
の
延
長
が
可
能
で
す
。

申
請
方
法

　

次
の
も
の
を
持
参
の
上
、
本
庁
福

祉
保
健
課
ま
た
は
海
山
総
合
支
所
福

祉
環
境
室
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

○
母
子
健
康
手
帳
な
ど
お
子
さ
ま
の

出
生
日
が
分
か
る
書
類

○
現
在
お
使
い
の
お
も
い
や
り
駐
車

場
利
用
証
（※

延
長
申
請
さ
れ
る
方

の
み
）

※

三
重
県
地
域
福
祉
課
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
班
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
電
子
申
請
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

町
営
住
宅

入
居
希
望
者
募
集

建
設
課

【申込フォーム】

【美村 Travel  HP】

募
集

妊
産
婦
の
方
の

お
も
い
や
り
駐
車
場

利
用
証
の
利
用
期
間

延
長
に
つ
い
て

福
祉
保
健
課

「
美
村
Tra
ve
l
」

デ
ジ
タ
ル
観
光
マ
ッ
プ

掲
載
施
設
募
集

企
画
課

地
域
幸
福
度
ア
ン
ケ
ー

ト
の
協
力
に
つ
い
て

お
し
ら
せ

アンケート
フォームは
こちら

有
料
広
告
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●
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

利
用
証
を
使
わ
な
く
な
っ
た
り
、

有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合
は
速

や
か
に
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

　

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
駐
車
場
に

な
る
よ
う
「
お
も
い
や
り
」「
ゆ
ず
り

あ
い
」
の
気
持
ち
で
適
切
な
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

　

令
和
５
年
度
よ
り
、
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
納
付
書
な

ど
に
、
こ
れ
ま
で
の
バ
ー
コ
ー
ド
に

加
え
、
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が

印
字
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
全
国
の
金

融
機
関
の
窓
口
で
の
納
付
が
可
能
に

な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
地
方
税
共
同

機
構
が
収
納
事
務
を
委
託
す
る
金
融

機
関
に
限
り
ま
す
。）

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
用
い
た
納
付
方
法

〇
全
国
の
金
融
機
関
窓
口
で
納
付

〇
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
対
応
ペ
イ
ア
プ

リ
に
よ
る
納
付
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

決
済
）

※

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
対
応
ア
プ
リ
に

つ
い
て
は
、
地
方
税
共
同
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.paym

ent.eltax.lta.go.jp/

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
お
よ
び

バ
ー
コ
ー
ド
決
済
ア
プ
リ
で
の
納
付

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
納

付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
用
い
て
納
付

が
可
能
で
す
。

※

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー

ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
税
務
課

℡（
46
）
３
１
１
８

海
山
総
合
支
所
住
民
室

℡（
32
）
３
９
０
２

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
左
記

の
日
程
で
、
事
業
者
の
方
に
、
制
度

の
実
施
に
向
け
て
必
要
な
準
備
を
進

め
て
い
た
だ
く
た
め
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

●
尾
鷲
会
場

日
時　

４
月
13
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

《
消
費
税
の
仕
組
み
か
ら
知
り
た
い
方

向
け
》

４
月
13
日
（
木
）
午
後
３
時
〜
５
時

場
所

三
重
県
尾
鷲
庁
舎
５
階
大
会
議
室

（
尾
鷲
市
坂
場
西
町
１
番
１
号
）

●
熊
野
会
場

日
時　

４
月
14
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

《
消
費
税
の
仕
組
み
か
ら
知
り
た
い
方

向
け
》

４
月
14
日
（
金
）
午
後
３
時
〜
５
時

場
所

三
重
県
熊
野
庁
舎
５
階
大
会
議
室

（
熊
野
市
井
戸
町
３
７
１
）

定
員

各
30
名
（
要
予
約
）

20
歳
未
満
の
方
の
飲
酒
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
法
の
成
年
年
齢
は
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
お
酒
に
関
す

る
年
齢
制
限
は
20
歳
の
ま
ま
維
持
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

尾
鷲
税
務
署
法
人
課
税
部
門

℡（
22
）２
２
２
２（
自
動
音
声
に
従
っ

て
「
２
」
を
選
択
し
、
職
員
が
出
た

ら
内
線
41
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。）

　

厚
生
労
働
省
と
都
道
府
県
で
は
、

毎
年
５
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

の
２
カ
月
間
、「
不
正
大
麻
・
け
し
撲

滅
運
動
」
を
全
国
で
展
開
し
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
、
県
内
で
は
不
正

け
し
６
万
本
ほ
ど
を
除
去
し
ま
し
た

が
、
そ
の
多
く
は
ア
ツ
ミ
ゲ
シ
で
す
。

こ
の
け
し
を
発
見
し
た
際
は
、
尾
鷲

保
健
所
衛
生
指
導
課

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

尾
鷲
保
健
所
衛
生
指
導
課

℡（
23
）
３
４
６
１　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
の
お
し
ら
せ

尾
鷲
税
務
署

毎
年
４
月
は
20
歳
未
満

飲
酒
防
止
強
調
月
間
で
す

有料広告

納
付
書
に
地
方
税

統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が

印
字
さ
れ
ま
す

税
務
課

不
正
大
麻
・
け
し

撲
滅
運
動

尾
鷲
保
健
所
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けんこうの広場

　

町
内
に
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
や

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
８

コ
ー
ス
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
誰
も
が
手
軽

に
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
ひ
と
り
で

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
全
身
を
使
っ

た
有
酸
素
運
動
で
、
自
分
に
合
っ
た

ペ
ー
ス
で
続
け
ら
れ
る
と
い
う
利
点

が
あ
り
ま
す
。

　

各
コ
ー
ス
、
季
節
に
よ
っ
て
新
し

い
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。
暖
か
く
な
る

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
体
を
動
か
し
に

外
に
出
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
町
内
８
コ
ー
ス
】

①
片
上
池
周
回
コ
ー
ス

②
赤
羽
公
園
周
回
コ
ー
ス

③
江
ノ
浦
周
回
コ
ー
ス

④
道
瀬
・
豊
浦
周
回
コ
ー
ス

⑤
大
白
公
園
周
回
コ
ー
ス

⑥
島
勝
周
回
コ
ー
ス

⑦
白
石
湖
周
回
コ
ー
ス

⑧
権
兵
衛
の
里
・
キ
ャ
ン
プ
ｉ
ｎ
ｎ

海
山
周
回
コ
ー
ス

●
コ
ー
ス
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ

　

Y
o
u
T
u
b
e
で
実
際
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
い
て
い

る
動
画
を
配
信
中
！

●
S
N
S
で
紀
北
町
の
健
康
づ
く
り

を
発
信
中
！

　

町
で
は
、
健
康
に
関
す
る
情
報
や

イ
ベ
ン
ト
、
検
（
健
）
診
な
ど
の
お

知
ら
せ
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
L
I
N
E
】

　

最
新
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お

知
ら
せ
！

健
康
づ
く
り
を
始
め
よ
う
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

で
町
内
を
巡
る
！

友だち登録はこちら 専用ページはこちら

町内の「 健康 」に関するイベントや、最新情報をお届けします！

令
和
５
年
度
『
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
』
に
つ
い
て

《
令
和
６
年
３
月
31
日（
日
）ま
で
》

●
定
期
予
防
接
種

対
象　

①
今
年
度
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、

80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０

０
歳
と
な
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
・
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方

自
己
負
担
金　

３
，
０
０
０
円

（
生
活
保
護
の
方
は
無
料
）

※

紀
北
町
ま
た
は
尾
鷲
市
以
外
の
医

療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
接
種
前
に
本
庁
福
祉
保
健
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
任
意
予
防
接
種

　

任
意
予
防
接
種
事
業
は
令
和
５
年

度
で
終
了
し
ま
す
。
助
成
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
今
年
度
中
の
接
種
と
申

請
が
必
要
で
す
。

対
象

65
歳
以
上
の
方

費
用
助
成
金　

３
，
０
０
０
円

持
ち
物　

領
収
書
、
印
鑑
、
通
帳

『
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
』

接
種
に
つ
い
て

９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン（
シ
ル
ガ
ー

ド
９
）
が
定
期
接
種
の
対
象
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

接
種
開
始
日　

４
月
１
日
（
土
）

対
象　

12
歳
か
ら
16
歳
と
な
る
年
度

の
間
の
女
子
で
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
完
了
さ
れ
て
い
な
い
方

※

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
方
も
対

象
に
な
り
ま
す
。

※

２
価
ま
た
は
４
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
途
中
の
方
で
９
価
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
主
治
医
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

『
新
生
児
聴
覚
検
査
費
』
の

助
成
が
始
ま
り
ま
す

対
象

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に

出
生
さ
れ
た
方

助
成
回
数
・
金
額

１
人
１
回　

上
限
３
，
０
０
０
円

助
成
方
法

　

全
額
自
己
負
担
で
検
査
後
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

け
い

け
い



27 広報きほく2023年4月号

けんこうの広場

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課（℡46-3122）
または海山総合支所福祉環境室（℡32-3904）までお願いします。

４月の健康カレンダー 紀北医師会休日診療当番表

問い合わせ

こころの健康相談

日時・場所　ご相談に応じます。
対象 こころの健康に関する悩みを持つ方やご家族

お子さまのイベント

● 幼児健診
日時：4 月 13 日（木）
場所：東長島公民館
※対象の方には通知いたします。
※年間予定は町ホームページをご確認ください。

● すくすく子育て相談
日時：4 月 19 日（水）午前 10 時～10 時 30 分
場所：海山総合支所別館 2 階けんこうの広場
申し込み：不要
内容：子育てに関する各種相談、身体計測
持ち物：母子健康手帳

▼ 年間日程表はこちら か と う 小 児 科

日
日
日
木・祝

4/2
4/16
4/30
5/4

月日 曜日 病 院　名

℡47-3341

電　　話

診療時間　午前９時～午後５時
※受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
※日程や時間は変更がある場合がありますので
ご注意ください。

●詳しくは、救急医療情報システム
（℡ 059-229-1199）にお問い合わせください。

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

パン粉はあらかじめ、フライパンで乾いりして色をつけておく。
（冷めたら粉チーズと混ぜておいてください。）
まな板の上にラップを敷き、その上にささみを置いて、上に被せるようにラップを乗
せる。
２を麺棒で叩き、薄く伸ばす。
３の形を整えて塩・こしょうをして、小麦粉→卵→パン粉の順に付ける。
４の上に一筋の油をかけ、200℃のオーブンで10分程焼けば出来上がり！

１

２

３
４
５

作り⽅
ささみ……………2 本
(1 本 70ｇくらいのもの )
塩・こしょう……少々
卵…………………1 個　
小麦粉……………小さじ 2
パン粉……………大さじ 5
粉チーズ…………大さじ 1
油…………………小さじ 2

材料（2⼈分）

今月から健康レシピを掲載します。家庭で作れる簡単なレシ

ピを紹介していきますので、ぜひ作ってみてください！

エネルギー……165kcal　たんぱく質……18.8g　脂質 ……6.1g
炭水化物 ……7.4g　塩分 ……0.9g

ミラノ⾵カツレツ

　ミラノ風とは、黄金色を意味します。カラッと黄金色に揚

がった揚げ物を食べたい。しかし、『カロリーが気になる』『油

の片づけが面倒』など色々と思うことがあるかと思います。

そんな時はこのレシピに挑戦してみましょう。

point !
揚げない代わりにオーブンで焼くことで

ヘルシーに仕上がります。

!
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4 月の新刊案内図書室だより

海山図書室から 紀伊長島図書室から

「図書名」/著者名

■一般図書
「固結び 損料屋喜八郎始末控え」/山本一力
「恋とそれとあと全部」/住野よる
「トレーニングのプロが本気で考えた 効果絶大自重筋ト
レ」/今川泰憲 

■児童図書
「いちねんせいえほん はじめての『よのなかルールブッ
ク』」/高濱正伸
「コレラを防いだ男 関寛斎」/柳原三佳

KIHOKU TOWN LIBRARY

「図書名」/著者名

■一般図書
「真珠とダイヤモンド（上・下）」/桐野夏生
「蝙蝠か燕か」/西村賢太
「どうする家康 一」/古沢良太

■児童図書
「おうさまのまえでみぎむけーみぎ！」/柏原佳世子
「バンバンバンバンバンソウコウ」/いとうひろし
「ナマケモノヨガ」/新井洋行

「真珠とダイヤモンド(上・下)」
桐野夏生

1986年春。佳那と水矢子は福岡の証券
会社で出会った。佳那は、ある出来事
を契機に、マネーゲームの渦に身を投
じていく。夢をつかむか、のまれる
か。金と欲が渦巻く証券業界で一発逆
転を狙う“バブルの女たち”の運命は？

「あなたはここにいなくとも」
町田そのこ

人間関係につまづき、人生の迷子に
なった人たちに贈る五つの出会いと
別れの物語。
こわばった心をやさしくほぐしてく
れるような1冊です。

● 海山図書室・紀伊長島図書室
　   【開室時間】火～金曜日 /午前９時～午後６時　土・日曜日 /午前９時～午後５時 ※正午～午後１時閉室
　   【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

※返却期限を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　海山図書室  ℡ 32-3915 ／ 紀伊長島図書室  ℡ 47- 3906

「よみきかせの会」や
イベント情報は

紀北町生涯学習センターの
ホームページから
ご覧ください。

※ホームページはQRコードから

両図書室では「新生活に役立つ本」や「入園・入学がテーマの絵本」を特

集コーナー、児童図書コーナーに展示しています。

新しい環境での生活は、楽しみな反面不安もあるのではないでしょうか？

そんな不安を少しでも解消して

楽しみに変えられるよういろい

ろな本を集めました。

お気に入りの 1 冊を見つけにぜ

ひ図書室へお越しください。
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戸籍の窓
【令和5年 2月1日～28日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

【
令
和
５
年
２
月
1
日
〜
28
日
受
付
分
】

善
意
を
あ
り
が
と
う

〜
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〜

（
敬
称
略
）

長　

島　

東　
　

泰
弘　
　
　

 

二
万
円

東
長
島　

畑
中　

廣
文　
　
　

 

五
万
円

島
勝
浦　

山
下　

晃
示　
　
　

 

二
万
円

匿
名　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

十
万
円

長　

島　

東　
　

泰
弘　
　
　

二
万
円

東
長
島　

畑
中　

廣
文　
　
　

五
万
円

島
勝
浦　

山
下　

晃
示　
　
　

二
万
円

匿
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
万
円

お
誕
生
お
め
で
と
う  

住　

所　

子
の
名
前　
　

保
護
者

相　

賀　

川
東　

眞
大　

工
治

住　

所　

氏　

名　
　
　
（
年
齢
）

島　

原　

水
口　

教
子　
（
88
歳
）

三　

浦　

佐
々
木
す
う

（
87
歳
）

島　

原　

谷　
　

義
信

（
86
歳
）

東
長
島　

赤
井　

稔
明

（
67
歳
）

東
長
島　

畑
中　

好
香

（
90
歳
）

東
長
島　

佐
々
木
千
代

（
91
歳
）

長　

島　

脇　
　

貞
代

（
93
歳
）

長　

島　

熊
城
キ
ミ
ヨ

（
88
歳
）

引
本
浦　

奥
村
つ
や
子

（
87
歳
）

相　

賀　

森　
　

壽
子

（
87
歳
）

相　

賀　

奥
山　

優
和

（
66
歳
）

引
本
浦　

濵
口　

美
春

（
85
歳
）

相　

賀　

山
下　

迪
男

（
96
歳
）

上　

里　

世
古　

明
代

（
72
歳
）

矢
口
浦　

大
谷　
　

勝

（
84
歳
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

弁護士による無料法律相談を次のとおり 2会
場にて開催します。困り事、争い事の法律的な
ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お
気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30 分以内で、定員は各場所５
名です。相談を希望される方は、前日までにご
予約をお願いします。
※同一内容での相談は原則 1回限りです。
※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く
ださい。
※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴
訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間
に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし
て利用できません。
【問い合わせ・申し込み】
本庁住民課　℡46-3117

　平日、役場開庁時間内の来庁が難しい方への
対応として、マイナンバーカード申請などの時
間外の事務を実施します。
● 夜間窓口（午後 5時 15 分～7時）
4 月  5 日（水）海山総合支所住民室
4月 19 日（水）本庁住民課
● 休日窓口（午前 9時～正午）
4 月  8 日（土）本庁住民課
4月 23 日（日）海山総合支所住民室
※必ずお電話でご予約をお願いします。
※申請時に本人確認書類などが必要です。
【問い合わせ】
本庁住民課　℡46-3117
海山総合支所住民室　℡32-3902

日 程 時 間 場 所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

生涯学習センター
2階

午後2時30分～5時

4月
19日（水）

無料法律相談（予約制）

夜間、休日マイナンバーカード
申請・交付などの窓口（予約制）
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2023.4
N
o.210

（
令
和
5
年
3
月
1
日
現
在
) ※
外
国
人
を
含
む

■
人
口
：
14,439

人
　
■
世
帯
数
：
7,779

世
帯

■
男
：
6,787

人
　
　

女
：
7,652

人

〒
519-3292

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
東
長
島
769

番
地
1

TEL 0597  (46)  3113　
　
FA
X 0597 （

47） 5908
（
直
通
）

（
直
通
）

３月中旬に種まき権兵衛の里ではトサミズキの花が見頃を迎

えました。春分の日が近づきこの花が咲く頃、野山では草木が芽

吹き始め春の訪れを感じさせてくれます。

北村　成望くん

令和 4年4月 5日生まれ

お誕生日おめでとう！
これからも元気にスクスク育ってね♪

＜中里＞準也・朱梨さん

宮本　若奈ちゃん

令和 4年4月 5日生まれ

笑顔がとっても素敵な若奈ちゃん♥
いっぱい楽しいことをしようね！

＜道瀬＞剛秀・理恵子さん

わかな なるみ

　「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の前月の10日ま
でに本庁企画課広報係または、海山総合支所総務室までお申し込みください。
　右の QR コードからも申し込みできます。
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